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年

度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
ジ
ョ
ー

ジ
タ
ウ
ン
大
学

英
語
イ
ン
テ
ン

シ
ブ
コ
ー
ス
の

期
生
の
う
ち
、

人
の
学
生
が
、

月

日
か
ら

月

日
ま
で

の
約

週
間
、

米
国
の
ジ
ョ
ー

ジ
タ
ウ
ン
大
学

で
の

に
派
遣
さ
れ
た
。

派
遣
さ
れ
た
の
は
、
人
間
科
学
部

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

年
次
生
久
世
綾
子
さ
ん
、
同

瀬

真
紀
さ
ん
、
同
林
菜
穂
子
さ
ん
、

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科

年

次
生
の
南
健
司
さ
ん
。
う
ち
、

人

は
自
費
で
参
加
、

人
に
は
選
考
に

よ
り
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
か
ら
奨

学
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

人
は
、
希
望
に
よ
り
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
や
大
学
の
寮
に
滞
在
し
な
が
ら
、

英
語
研
修
と
国
際
交
流
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て

帰
国
し
、
ひ
き
つ
づ
き
本
学
の
イ
ン

テ
ン
シ
ブ
コ
ー
ス
で
さ
ら
に
英
語
力

に
磨
き
を
か
け
て
い
る
。
現
地
で
の

様
子
に
つ
い
て
久
世
さ
ん
が
レ
ポ
ー

ト
を
寄
せ
て
く
れ
た
。

「
英
語
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
コ
ー
ス
」

期
生

人
派
遣

ジ
ョ
ー
ジ

タ
ウ
ン
大

「
英
語
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
コ
ー
ス
」

期
生

人
派
遣

ジタジ
ョ
ー
ジ

タ
ウ
ン
大
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ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
。

価
値
あ
る

週
間
を
過
ご
せ
た
と
い
う
久
世
さ
ん

ー

。

世
界
の
仲
間
と
学
ん
だ

充
実
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
・
久
世
さ
ん

い
に
触
発
さ
れ
て
、
私
も
勉
学
意
欲

を
掻
き
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
発

表
で
は
英
語
で
的
確
に
ま
た
素
早
く

自
分
の
意
見
を
述
べ
る
会
話
能
力
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

通
常
の
講
義
の
合
間
に
行
わ
れ
た
特

別
講
義
や
野
外
研
究
（

）

な
ど
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
の
文
化
や

歴
史
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

年
齢
も
国
も
価
値
観
も
違
う
仲
間

と
様
々
な
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、

英
語
能
力
を
向
上
さ
せ
、
人
と
し
て

も
ま
た
成
長
で
き
、
本
当
に
価
値
あ

る
三
週
間
を
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学

で
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

（
国
際
大
人
間
科
学
部

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

年
次
生

久
世

綾
子
）

「
中
国
語
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
」
開
講

持
続
が
勝
利

董
先
生
激
励

今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
の
中
国
語

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
コ
ー
ス
の
第

回
の

授
業
が

月

日
、
守
口
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
。

今
年

月
か
ら
の
準
備
コ
ー
ス
を

終
え
た

人
の

年
次
生
（
枚
方

キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
情
報
学
部

人
・

法
政
経
学
部

人
、
守
口
キ
ャ
ン
パ

ス
人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科

人
・
心
理
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

人
）
が
受
講
。

講
師
と
し
て
藩
陽
・
東
北
大
学
か
ら

董

雪
林
先
生
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、

授
業
は
す
べ
て
中
国
語
で
行
わ
れ
て

い
る
。
準
備
コ
ー
ス
で
学
ん
で
き
た

中
国
語
の
力
が
試
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、

初
日
か
ら
学
生
ら
は
真
剣
そ
の
も
の
。

基
本
的
な
単
語
を
使
っ
た
文
章
づ
く

り
な
ど
の
課
題
を
与
え
ら
れ
る
と
積

極
的
に
発
言
し
、
董
先
生
か
ら
少
し

で
も
多
く
を
学
ぼ
う
と
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
た
。

ま
た
、

月

日
に
は
、
開
講
激

励
会
が
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
第
二
食
堂

で
開
か
れ
た
。

董
先
生
が
、「
毎
日

年
間
が
ん

ば
れ
ば
、
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る

目
標
に
必
ず
達
し
ま
す
。
続
け
る
と

い
う
こ
と
は
勝
利
に
導
く
道
で
す
」

と
力
強
い
言
葉
を
学
生
ら
に
か
け
る

と
、
学
生
代
表
の
大
石
絵
里
香
さ
ん

（
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
）

が
、「
こ
の
よ
う
な
コ
ー
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
と
て
も

ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
。
絶
対
に
が
ん
ば

り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
、
脱
落
者

が
一
人
も
出
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
一

同
は
乾
杯
し
た
。

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
中
国
語
イ
ン
テ
ン
シ
ブ

コ
ー
ス
。
初
日
の
様
子

こ
れ
が
「
大
学
生
」
の
す
る
こ
と

か
、
と
暗
澹
た
る
気
分
に
さ
せ
ら
れ

る
事
件
が
、
最
近
、
相
次
い
で
い
る
。

女
性
に
酒
を
飲
ま

せ
て
乱
暴
し
た
り
、

人
々
の
願
い
が
込

め
ら
れ
た
広
島
・

平
和
記
念
公
園
の

折
鶴
に
火
を
つ
け

た
り
、
あ
ま
り
の
愚
か
さ
に
言
葉
を

失
っ
て
し
ま
う
。「
そ
れ
は
、
大
学

を
特
別
視
す
る
か
ら
な
の
で
、
大
学

進
学
率
が
高
く
な
り
、
若
者
の
多
く

が
と
り
あ
え
ず
大
学
生
に
な
る
よ
う

な
時
代
に
は
、
別
に
不
思
議
で
も
何

で
も
な
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
ろ
う

が
、
大
学
に
生
徒
を
送
り
出
す
立
場

の
人
間
と
し
て
は
、「
そ
れ
で
も
」
と
、

つ
い
考
え
て
し
ま
う
。

す
べ
て
の
若
者
が
大
学
に
進
め
る

わ
け
で
は
な
い
。
昨
今
の
不
況
と
リ

ス
ト
ラ
で
、
大
阪
の
府
立
高
校
で
も

授
業
料
の
減
免
を
申
請
す
る
家
庭
が

急
増
し
て
い
る
。
わ
が
子
を
大
学
、

そ
れ
も
私
立
大
学
に
入
学
さ
せ
る
た

め
に
、
親
た
ち
は
ど
れ
ほ
ど
苦
労
し

て
い
る
こ
と
か
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、

「
大
学
生
の
愚
行
」
を
「
い
ま
の
若

者
は
」
と
一
般
的
に
語
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
進
学
の
夢
が
か
な
え
ら

れ
ず
、
働
い
て
い
る
若
者
の
こ
と
を

思
え
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

新
聞
記
者
か
ら
府
立
高
校
の
校
長

に
転
じ
て
、
街
に

こ
れ
ほ
ど
多
く
の

子
ど
も
が
い
た
の

か
、
と
驚
い
た
。

何
の
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
子
ど

も
を
し
っ
か
り
見
て
い
な
か
っ
た
だ

け
の
こ
と
だ
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
を

迎
え
、
社
会
へ
送
り
出
す
の
が
使
命

だ
と
思
え
ば
、
身
が
引
き
締
ま
る
。

大
学
の
教
育
に
過
大
な
期
待
を
か
け

る
も
、
そ
れ
ゆ
え
な
の
で
あ
る
。

直

言

大
阪
府
立
東
住
吉
高
校
校
長

元
産
経
新
聞
編
集
局
次
長

村
田

憲
司

大
阪
府
立
東
住
吉
高
校
校
長

元
産
経
新
聞
編
集
局
次
長

村
田

憲
司

大
学
生
の
愚
行

大
学
生
の
愚
行

今
回
、
長
く
輝
か
し
い
歴
史
を
誇

っ
て
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
へ

実
際
に
行
き
、
ア
メ
リ
カ
有
数
の
充

実
し
た
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
額
奨
学
金
を
受
け
る
事
が
で
き
た

上
に
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
私
の
期

待
以
上
に
内
容
が
濃
く
か
つ
楽
し
さ

を
加
え
た
も
の
で
、
博
学
多
識
な
先

生
方
と
全
世
界
か
ら
集
ま
っ
た
目
的

を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
共
に
英
語
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

授
業
は
午
前
と
午
後
の
二
つ
に
分

か
れ
て
お
り
、
午
前
は
能
力
別
に
分

け
ら
れ
個
々
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
ク

ラ
ス
で
し
た
。
午
後
は
選
択
式
で
、

私
は
時
事
問
題
に
つ
い
て
の
ク
ラ
ス

を
選
び
ま
し
た
。
授
業
内
容
は
主
に

世
界
共
通
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
論
点

な
ど
を
討
論
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
場
面
で
人
を
採
用
す
る

基
準
に
つ
い
て
や
、
犯
罪
者
へ
の
量

刑
の
重
さ
、
離
婚
の
賠
償
金
に
つ
い

て
で
す
。
討
論
は
日
本
で
は
経
験
で

き
な
い
ほ
ど
熱
く
、
そ
の
周
囲
の
勢

テ
ー
マ
決
め
取
材
活
動

起
業
・
事
業
、

で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

今
年
度
よ
り
国
際
大
経
営
情
報
学

部
で
開
講
の
起
業
・
事
業
創
造
コ
ー

ス
生
が
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ

オ
・
ジ
ャ
パ
ン（

）で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。

月

日
、
経
営
情
報
学
部
「
予
備
演
習
」

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

が

で
行
わ
れ
た
（

面
）
の

に
あ
わ
せ
た
も
の
。

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
と

い
う
実
習
の
た
め
の
取
材
活
動
を
行

う
も
の
で
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
読
者

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
、
事
前
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本
な
ど
で
調
査
、
企

画
を
練
っ
て
き
た
。「
事
前
の
プ
ラ

ン
を
き
っ
ち
り
立
て
る
こ
と
、
そ
し

て
、
状
況
に
応
じ
て
軌
道
修
正
を
か

け
る
こ
と
が
企
画
の
成
功
の
ポ
イ
ン

ト
」
と
、
担
当
の
廣
田
章
光
教
授
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
と
、
当
日

は
、
各
自
の
取
材
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て

真
剣
に
取
り
組
み
、「

に
不

満
を
も
つ
人
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」「
遊
び
盛
り
の
子
供
が
楽
し
め

る
」「
男
友
達
で
楽
し
め
る
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
決
め
取
材
や
写

真
撮
影
な
ど
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、

月

日
に
は
そ
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果
な
ど
を
元

に
、

年
次
生

チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ

れ
の
企
画
を
持
ち
寄
り
、
発
表
。
企

画
を
売
る
側
だ
け
で
な
く
、
投
資
す

る
側
の
立
場
も
学
ぶ
た
め
、
投
資
評

価
シ
ー
ト
に
記
入
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
審
査

し
た
。

起
業
・
事
業
創
造
コ
ー
ス
は
、
起

業
、
あ
る
い
は
企
業
内
部
で
自
ら
事

業
を
構
想
し
そ
の
実
現
に
向
け
て
強

い
意
志
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
行
動
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、

そ
の
基
礎
的
能
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
標
に
開
講
さ
れ
た
。
今
回
の

実
習
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
目
的
を
設

定
し
、事
前
調
査
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
と
進
め
て
き
た
が
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
最
終
的
に
資
料
に

ま
と
め
全
員
の
前
で
提
示
す
る
こ
と

で
、
生
み
の
苦
し
み
を
経
験
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
上
で
は「
形
に
す
る
こ
と
」

が
い
か
に
大
切
か
を
学
ん
だ
。

制
作
物
を
見
せ
な
が
ら
真
剣
に
企
画
を
売
り
込

む
学
生
達

実
り
多
い

日
間

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
特
訓
講
座

国
際
大
の
枚
方
・
守
口
両
キ
ャ
ン

パ
ス
合
同
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
特
訓
講
座
」
の
夏
期
合
宿

が
、

月

日
か
ら

日
の

日
間

行
わ
れ
た
。

回
目
に
な
る
今
回
の

テ
ー
マ
は
「

」。
両
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら

人
の
学
生
が
参
加
し
、
実
り
多

い

日
間
を
過
ご
し
た
。

会
場
は
昨
年
に
引
き
続
き
国
際
奈

良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
（
奈
良
市
登

大
路
町
）。
合
宿
中
は
、
政
治
や
英
語
、

小
論
文
講
評
な
ど
の
他
、

日
に
は

新
聞
社
人
事
労
務
部
長
を
迎
え
、「
受

か
る
人
、
落
ち
る
人

採
用
す
る

側
か
ら
見
る
学
生
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
の
貴
重
な
話
を
も
と
に
、
そ
の
内

容
の
要
旨
を
ま
と
め
る
実
習
を
行
い
、

講
師
陣
か
ら
厳
し
い
講
評
を
受
け
た
。

ま
た
、
元
共
同
通
信
ワ
シ
ン
ト
ン

支
局
長
の
金
子
敦
郎
学
長
が
「
戦
争

と
報
道
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
関
係

の
歴
史
的
変
遷
や
問
題
点
な
ど
、
自

ら
の
豊
富
な
経
験
を
交
え
な
が
ら
熱

く
語
っ
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
戦
地

で
の
体
験
だ
け
で
な
く
、
企
業
メ
デ

ィ
ア
の
責
任
者
と
し
て
の
立
場
で
も

あ
っ
た
学
長
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
受

け
答
え
に
学
生
ら
は
聞
き
入
っ
て
い

た
。

日
の
大
懇
親
会
で
は

、

期

生
、
講
師
陣
の
交
流
も
ま
す
ま
す
深

ま
り
、

期
生
ら
は
「
自
分
は
運
が

い
い
。
縁
あ
っ
て
こ
の
講
座
を
受
け

て
、
普
通
に
過
ご
し
て
い
た
の
で
は

味
わ
え
な
い
よ
う
な
経
験
を
し
て
い

ま
す
。

年
次
生
に
な
っ
た
時
、
胸

を
は
っ
て
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と

を
後
輩
た
ち
に
伝
え
た
い
」（
法
政

経
学
部

年
次
生
・
文
元
明
宏
さ

ん
）
な
ど
、
感
想
や
後
期
に
向
け
て

の
抱
負
を
語
っ
て
い
た
。

──ホームページで公開
学園でこの 月、中学、高校、短期大学部、大学の新

入生保護者対象に行ったアンケートの結果報告書を下記
ホームページ上で公開しています。多数の貴重なご意見
をいただき、ありがとうございました。
これからも本学園への暖かいご理解とご支援をいただ
きますよう、よろしくお願い申し上げます。
http: www.oiu.ac.jp oiei question question.html

新入生保護者アンケート結果新入生保護者アンケート結果

合宿で積極的に質問、発言するジャーナリスト特訓
講座生

沖
縄
か
ら
初
の

留
学
生

人

国
際
大
と
協
定
校
で
あ
る
沖
縄
県

の
名
桜
大
学
か
ら
、
今
年
度
初
め
て

名
の
学
生
が
国
内
留
学
し
、
国
際

大
生
と
勉
強
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
共

に
し
て
い
る
。

與
儀
幸
紀
さ
ん
（
上
）「
以
前
か

ら
心
理
と
い
う
分
野
に
興
味
が
あ
っ

た
の
で
国
際
大
へ
の
留
学
を
志
望
し

ま
し
た
。
大
阪
は
予
想
し
て
い
た
よ

り
も
人
が
に
ぎ
や
か
な
の
で
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。そ
し
て
寒
い
で
す
ね

」

渡
嘉
敷
幸
太
さ
ん
（
下
）「
こ
っ

ち
で
で
き
た
友
達
と
の
鍋
パ
ー
テ
ィ

が
楽
し
み
。
友
達
サ
イ
コ
ー

バ
ス

ケ
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
ま
す
」
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香港中文大学（中国特別行政区 香港）香港中文大学（中国特別行政区 香港）

世界経済の要・香港にある協定校、香港中文大学

提
携
校
紹
介

提
携
校
紹
介

《
大
阪
国
際
大
学
》

教
育
の
国
際
化
を
積
極
推
進

教
育
の
国
際
化
を
積
極
推
進

年から本学と提携
人の交換留学生受け入れ
年創設、 番目に古い大学

速
に
増
え
て
い
る
。

現
在
香
港
に
は

つ
の
大
学
が
あ

り
、
今
回
紹
介
す
る
香
港
中
文
大
学

は
、
香
港
大
学
に
次
い
で

番
目
に

古
い
大
学
で
、

年
に

つ
の
学
院

を
統
合
し
て
創
設
さ
れ
た
。
大
学
が

位
置
す
る
の
は
、「
新
開
」
と
呼
ば

れ
る
地
域
の
、
発
展
著
し
い
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
区

で
あ
る
。

総
学
生
数
は
約

万

千
人
、
文

学
・
経
営
・
教
育
・
工
学
他
全
部
で

ア
ジ
ア
の
大
学
と
連
携
し
教
育
の
国

際
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

海
外
提
携
校
に
は
、
米
国
イ
エ
ー
ル

大
学
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
や
日

本
の
早
稲
田
、
慶
應
、
関
西
学
院
、

立
命
館
等
の
大
学
が
あ
る
。

本
学
と
の
提
携
は
、

年
に
遡
る
。

以
来
約

年
の
間
に
同
大
学
か
ら
の

交
換
留
学
生
を

人
受
入
れ
て
お
り
、

本
学
が
有
す
る
海
外
提
携
校
の
中
で

最
も
受
入
れ
学
生
数
が
多
い
。
学
生

る
世
界
経
済
の
要
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。
そ
れ
が
世
界
か
ら

や
っ
て
来
る
留
学
生
を
引
き
つ
け
て

い
る
要
因
で
も
あ
る
。
本
学
の
学
生

も
、
単
に
中
国
語
の
学
習
と
い
う
狭

い
目
的
に
と
ら
わ
れ
ず
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
広
い
観
点
で

香
港
留
学
を
見
直
し
、
新
た
な
価
値

を
発
見
し
て
欲
し
い
。

（
大
阪
国
際
大
学
国
際
交
流
課

課
長
代
理

松
岡
泰
司
）

は
留
学
生
別
科
で

年
間
の
日
本
語

と
日
本
理
解
教
育
を
受
け
、
帰
国
す

る
。
一
方
香
港
中
文
大
学
が
留
学
生

に
用
意
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
基
礎

か
ら
の
中
国
語
、
中
国
・
ア
ジ
ア
研

究
、
学
部
授
業
の
聴
講
等
で
、
授
業

は
中
国
語
あ
る
い
は
英
語
で
行
わ
れ

る
。
そ
の
た
め
本
学
の
協
定
校
長
期

派
遣
留
学
制
度
で
同
大
学
へ
の
留
学

を
希
望
す
る
場
合
、
必
ず

試
験
の
ス
コ
ア
提
出
が
必
要
と
な

る
。
学
期
は

学
期
制
で
、
毎
年

月
か
ら

学
期
が
始
ま
り
、
翌

月

下
旬
に

学
期
が
終
了
す
る
。
留
学

生
総
数
は
約

人
で
、
日
本
人

は
約

人
で
あ
る
。

国
際
都
市
香
港
は
、
今
で
は
中
国

の
一
部
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
に
お
け

学
部
を
抱
え
る
総
合
大
学
で
あ
る
。

同
大
学
の
留
学
生
受
入
れ
は
、
一

般
入
学
に
よ
る
受
入
れ
と
並
ん
で
、

「
交
換
留
学
制
度
」
を
持
ち
、
欧
米
・

国
際
都
市
香
港
は
、

年

月
に

主
権
が
中
国
に
返
還
さ
れ
て
以
来
、

中
国
の
特
別
行
政
区
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。
東
京
都
の
約
半
分
の
面

積
に
約

万
人
が
住
み
、
そ
の

％
は
中
国
人
、
そ
の
内

％
が
広

東
人
と
な
っ
て
い
る
。
公
用
語
は
中

国
語
と
英
語
で
、
一
般
的
に
は
広
東

語
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
中

国
返
還
を
機
に
北
京
語
の
使
用
が
急

奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生

（敬称略）

子
（
国
コ
ミ

）

佐
藤
恭
子
（
国

文

）

海
外
の
大
学
附
属
語
学
セ
ン

タ
ー
へ
の
派
遣

〔
フ
リ
ン
ダ
ー
ズ
大
学
（

年

月

日

年

月

日
、
豪
）〕

吉
岡
え
り
か
（
国
文

）

交
換
留
学
・
長
期
派
遣

〔
東
北
大
学
（

年

月

日

年

月

日
、中
）〕
窪
田
ま
ゆ（
国

コ
ミ

）

〔
モ
ン
テ
レ
ー
工
科
大
学
（

年

月

日

月

日
、
メ
キ
シ
コ
）〕

池
田
礼
人
（
経
情

）

国
際
大
（
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
）・

女
子
大
・
短
大

安
東
久
美
子

劉

颯
（
以
上
社
コ

ミ

）

相
川
真
紀

池
北
美
由
紀

（
以
上
国
コ
ミ

）

野
口
昌
子

藤
本
佳
七
子
（
以
上
人
健

）

張

蕾

舛
見
法
子
（
以
上
ス
ポ
行

）

江
藤
由
加
里

原
田
佳
代
子
（
以

上
社
コ
ミ

）

相
川
麻
理
子

伊

藤
弘
美
（
以
上
国
コ
ミ

）

杉
木

智
子

田
部
祐
子
（
以
上
人
健

）

相
見
和
世

森

清
夏
（
以
上
ス

ポ
行

）

阪
本
晃
子

清
水
聡
美

（
以
上
心
コ
ミ

）

平
田
諒
子

瀬
真
紀
（
以
上
国
コ
ミ

）

松

田
有
加

森
川
美
幸（
以
上
人
健

）

中
谷
仁
美

松
村
望
美
（
以
上
ス

ポ
行

）

谷
口
ゆ
か
り

小
野
川

円

小
谷
純
子
（
以
上
家
政

）

米
村
佳
代

中
谷
未
来

中
谷
美
希

（
以
上
幼
教

）

小
西
日
奈
子

原
口
由
美
子

浅
野
香
織
（
以
上
国

文

）

情

）

紀

海
英

野
間
哲
也

邱

月

桑
雅
永

武
田
陽
介

植
松
典
子
（
以
上
経
情

）

上
出

裕
子

岡
内
之
尚

篠
原
拓
也

原
美
和

山
本

尚

矢
野
恵
子

（
以
上
法
政
経

）

金
田
光
義

久
保
薗
友
浩

串
野
晃
大

中
尾
雅

志

西

祐
佐

山
田
博
章
（
以
上

法
政
経

）

花
形
重
樹

黄

暁

惠

梶

絢
菜

林

愛
娟

南

智
之

末
野
宏
弥（
以
上
法
政
経

）

平
成

年
度
第

回

滝
井
高
校

ツ
ー
ラ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
派
遣
生

（

年

月

日

月

日
、
豪
）

麻
畠
祐
希

飯
田
理
予

松
本
和
美

筧

智
栄
美
（
以
上

）

露
無

智
子

山
下
友
里
（
以
上

）

平
成

年
度
第

回

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル

ビ
ジ
ネ
ス

ア
カ

デ
ミ

英
語
研
修

（

年

月

日

月

日
、
豪
）

高
桑
雅
永

瀧
本
嵩
宏
（
以
上
経

情

）

福
山
亮
太

黒
川
健
吾

野
村
智
美

山
下

舞
（
以
上
経
情

）

稲
田
あ
づ
さ
（
経
情

）

坂
梨
綾
香
（
法
政
経

）

池

香

菜
美
（
国
コ
ミ

）

金
本
真
紀
子

金

明
女

楊

吉
田
彩
季

子
（
以
上
国
コ
ミ

）

花
田
愛
紀

経営情報学部の学業優秀者

法政経学部の学業優秀者

人間科学部と短期大学部の学業優秀者

福
田

智
奨
学
生

川
口

順
（
国
コ
ミ

）（

・
豪

平
成

年

月

日

月

日
）

派
遣
奨
学
生

田
節
由
希
（
心
コ
ミ

）

辻

友

春のリーグ戦準優勝で表彰された大学 短大ソフトボール部

オーストラリアのジーロングラマースクールへの短期留学は

これまでの高校生活で一番楽しく、印象的だった。また生まれ

て初めての海外への旅だった。往きの飛行機の中では、半年振

りに会う友達への期待と、日本語の全くない生活への不安が心

の中で入り混じっていた。オーストラリアに着くと、身を持っ

てそれを実感した。身の周り全てのものが英語で書かれ、中に

は多少わかるものもあるけど、やっぱりここは外国なんだと

思った。でも日が経つにつれて、どんどん慣れてきて、ジーロ

ン校でも友達がたくさんできた。ホームステイさせてくれた家

族の人もとても優しくて、話す時は簡単な英語で話してくれた。

毎日英語をうまく聞きとれるようになるために一生懸命人の

話やテレビのニュースを聞いたりした。休日にはオーストラリ

アでも有名な場所へ行った。日本には無いような場所ばかりで

とても新鮮だった。

学校の放課後にはヨット、バドミントン、テニスなど様々な

スポーツをした。コーラス大会や演劇を見たりもした。内容は

全部英語だったけど気迫が伝わってきた。この留学は一生の思

い出になると思った。

（ 年 月 日 月 日 大和田高校 初の男子留学生）

留学生レポート留学生レポート

大和田高校
年 組 岩本 和也

英語、スポーツに親しんだ
留学生活

私はニュージーランドのクライストチャーチから来たクリス

ティ ウエストです。半年前、大阪に来て以来、日本に対して

のさまざまな発見を通して、価値のある日々を過ごしています。

そして、私の中で日本の文化や歴史、さらに習慣についての知

識が少しずつ増えてきました。

日本の大学では、日本語の勉強だけでなく、日本人そのもの

を学んでいます。日本の大学生としゃべったり、遊んだりする

おかげで、大学生の日常生活を直接に体験するチャンスももら

いました。また、日本での生活を通して異文化圏の国に行く際

にはその国の習慣を尊重すべきだということも習いました。留

学の前に普通のあいさつや習慣の基礎を勉強しておくのは国際

人としての常識だということも学びました。

日本にいる間、できるだけ日本人と仲良くなって、日本語会

話が自然に上達できたらと思っています。というのは、将来、

私は日本に住んで、通訳の仕事をしたいと思っていますが、今

回の留学の経験をそれに生かしたいのです。

今後このような機会は再び来ない可能性があるので、なんで

も挑戦してみたいです。今回の経験はいつまでも記憶に残り、

貴重な体験になると思いますので、日々、楽しみながら、充実

できるようがんばります。

（ 年 月 年 月末）

大阪国際大学（守口キャンパス）
留学生別科 Christey West

（クリスティ ウエスト）

その国の習慣を尊重
なんでも挑戦したい

季
関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部

リ
ー
グ
戦
準
優
勝
〕
松
村

歩（
ス

ポ
行

）〔
平
成

年
度
春
季
関
西

学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
リ
ー
グ
で

最
優
秀
投
手
賞
受
賞
及
び
第

回
ア

ジ
ア
女
子
選
手
権
大
会
（

に
よ
り

月
下
旬
に
延
期
）
で
日
本

代
表
選
手
に
選
出
〕
上
田

玲（
同

）〔
第

回
ア
ジ
ア
女
子
選
手
権

大
会
（
同
）
で
日
本
代
表
選
手
に
選

出
〕

富
永
小
百
合
（
人
健

）〔

年
度

歳
以
下
女
子
ラ
ク
ロ

ス
日
本
代
表
選
手
に
選
出
さ
れ
、
第

回
ラ
ク
ロ
ス
女
子

歳
以
下
世
界

大
会（

月

日

月

日《
米
》）

出
場
〕
飛
澤
園
子（
ス
ポ
行

）〔

年
度

歳
以
下
女
子
ラ
ク
ロ

ス
日
本
代
表
選
手
（
キ
ャ
プ
テ
ン
）

に
選
出
さ
れ
、
第

回
ラ
ク
ロ
ス
女

子

歳
以
下
世
界
大
会
（
同
）
出
場

平
井
夏
海

佐
々
木
梓
（
以
上
同

）〔

年
度

歳
以
下
女

子
ラ
ク
ロ
ス
日
本
代
表
選
手
に
選
出

さ
れ
、

大
会
（

月

日

日
《
豪
》）
出
場
〕

短
大

藤
田

恵
（
幼
教

）〔
平
成

年

度
春
季
関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
リ
ー
グ
で
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
賞
受

賞
〕

資
格
取
得
に
よ
る
表
彰
（
敬
称
略
）

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

国
際
大
・
女
子
大

遅

玲
玲

崔

花
今

沢
井

梓

（
以
上
国
コ
ミ

）
梅
本
梨
恵（
同

）
大
川
有
香
子

岡
崎
朱
里（
以

上
同

）

国
際
大
（
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
）

平
塚

篤

黄

美
善

久
保
貴
博

坂
根
健
吾

孫

宏
麗

寧

茜

（
以
上
経
情

）

池
田
礼
人

加

藤
大
輔

河
井
雅
範

河
野
裕
典

増
田
奈
穂
子

新
宅
裕
香
（
以
上
経

学
業
優
秀
者
表
彰

学
業
優
秀
者
表
彰

（敬称略）

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰

大学・短大

（
敬
称
略
）

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

国
際
大
・
女
子
大

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
〔
平
成

年
度
春

平
成

年
度
派
遣
留
学
生

平
成

年
度
派
遣
留
学
生

美（
国
コ
ミ

）〔

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

平
成

年

月

日

月

日
〕

派
遣

奨
学
生

桐
原
加
奈
（
国
コ
ミ

）〔

・
豪

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
〕

（敬称略）



第36号 GLOBAL MIND（学報） 平成15年（2003年）12月15日（月曜日）（4）

海
外
で
の
企
業
研
修
に
出
発
す
る
学
生
た
ち

素
朴
な
疑
問
か
ら
授
業
は
始
ま
る
。
学
生
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
答
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
重
要

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
で
は
、
独

自
性
を
発
揮
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

構
成
し
て
い
る
。
同
コ
ー
ス
独
自
の

学
び
の
テ
ー
マ
は
、
旅
行
・
ホ
テ
ル

等
宿
泊
機
関
・
航
空
等
の
運
送
機

関
・
リ
ゾ
ー
ト
・
レ
ジ
ャ
ー
等
の
業

界
で
、
国
際
感
覚
と
確
か
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
豊
か
な
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
精
神
を
発
揮
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
コ
ー
ス
の
特
色
は
、

一
見
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
無
縁
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
社
会
人
と
し
て
の

基
礎
作
り
を
求
め
る
科
目
群
の
履
修

に
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
巻
く
環

境
変
化
が
著
し
い
現
代
社
会
で
は
、

既
存
の
専
門
知
識
が
、
か
え
っ
て
弊

害
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
い
ま
、
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

幅
広
い
教
養
に
基
づ
い
た
総
合
的
な

ン
実
務
な
ど
の
専
門
科
目
を
確
実
に

学
び
将
来
に
備
え
る
。

ま
た
、
資
格
取
得
、
た
と
え
ば
「
旅

行
業
務
取
扱
主
任
者
資
格
」
に
対
し

て
は
、
講
義
だ
け
で
な
く
希
望
者
に

知
識
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
総

合
的
知
識
を
背
景
に
、
観
光
関
連
業

界
の
仕
組
み
か
ら
現
状
と
展
望
を
見

渡
し
基
礎
を
固
め
る
。
そ
し
て
旅
行

業
務
、
観
光
実
務
英
語
、
エ
ア
ラ
イ

は
直
前
対
策
講
座
を
設
け
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
。
さ
ら
に
合
格
者
に
は
、

資
格
取
得
奨
学
金
が
与
え
ら
れ
る
と

い
っ
た
一
貫
し
た
体
制
で
支
援
す
る
。

加
え
て
、
希
望
者
に
は
夏
季
に
旅
行

会
社
や
ホ
テ
ル
で
の
国
内
企
業
研
修
、

春
季
に
海
外
（
カ
ナ
ダ
）
で
の
企
業

研
修
も
実
施
す
る
な
ど
、
学
生
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
職
場
体
験
に
も

早
く
か
ら
力
を
入
れ
て
い
る
。

平
成

年
度
か
ら
は
、学
科
内
コ
ー

ス
の
融
合
科
目
と
し
て
、
情
報
コ
ー

ス
と
の
乗
り
入
れ
授
業
も
予
定
し
て

い
る
。
例
え
ば
情
報
専
攻
の
学
生
と

共
に
観
光
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作

成
し
、そ
の
デ
ー
タ
を
基
に
ツ
ア
ー
・

プ
ラ
ン
を
組
み
立
て
る
な
ど
で
あ
る
。

（
大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部
国
際

文
化
学
科
助
教
授

小
林
弘
二

「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」
担
当
）

こ
ん
な
授
業
を
し
て
い
ま
す

こ
ん
な
授
業
を
し
て
い
ま
す

「
財
政
学

・

」で
は
、『
な
ぜ

政
府
は
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
？
』
と

い
う
素
朴
な
疑
問
か
ら
授
業
を
始
め

ま
す
。
こ
の
疑
問
を
こ
れ
ま
で
何
人

の
学
生
が
考
え
て
き
た
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
疑
問
に
対
す
る
解
答
を
財

政
学
の
理
論
を
用
い
、
そ
れ
を
実
体

験
や
イ
メ
ー
ジ
に
置
き
換
え
て
理
解

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
よ

り
「
政
府
の
存
在
意
義
」
が
明
ら
か

に
な
り
、
そ
れ
以
降
に
「
政
府
の
活

動
」
や
「
政
府
の
財
布
の
仕
組
み
」

が
よ
う
や
く
展
開
で
き
る
わ
け
で
す
。

学
生
た
ち
の
大
半
は
、「
財
政
学
」

を
勉
強
す
る
時
点
で
、
国
の
予
算
制

度
、
税
金
や
年
金
な
ど
を
身
近
な
事

柄
と
し
て
感
じ
な
い
で
し
ょ
う
（
現

に
私
が
そ
う
で
し
た
）。
従
っ
て
、

単
に
箇
条
書
き
の
制
度
や
原
理
を
教

え
る
だ
け
で
は
、
そ
の
内
容
に
興
味

を
抱
い
て
は
く
れ
ず
、
そ
の
ま
ま

回
生
を
修
業
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
社
会
に
出
て
か
ら
、「
財

政
学
」
で
学
ん
だ
内
容
の
大
切
さ
に

気
付
か
さ
れ
る
の
で
す
。

故
に
、
私
が
授
業
を
行
う
上
で
、

常
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
出
来

る
だ
け
学
生
の
立
場
に
立
っ
て
、
彼

ら
の
身
近
に
存
在
す
る
内
容
で
、
な

い
し
は
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に

授
業
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
一
般
的
な
国
家
制
度
や
原

理
に
付
け
加
え
て
、
最
近
な
に
か
と

話
題
に
な
る
財
政
の
テ
ー
マ
を
用
い
て
、

就
職
、
実
社
会
で
要
る
知
識
を
身
に

付
け
る
こ
と
、
ま
た
物
事
の
問
題
点

を
正
確
に
捉
え
る
視
点
、
ま
た
そ
の

こ
と
に
対
す
る
解
決
策
を
見
出
せ
る

力
を
養
え
る
よ
う
な
態
勢
に
し
て
い

ま
す
。
学
生
た
ち
に
し
ば
し
ば
、「
日

本（
政
府
）は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？
」

と
尋
ね
ら
れ
ま
す
。
答
え
は
、「
自
分

で
考
え
な
さ
い
。」
で
す
。
つ
ま
り
、

そ
の
答
え
は
私
で
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
自
分
の
解
答
を
見
つ
け
出

す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
私
は
そ
の

よ
う
な
学
生
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
土
台
作
り

を
「
財
政
学

・

」
で
行
い
ま
す
。

学
生
た
ち
の
心
を
と
き
め
か
す
授

業
を
今
後
も
目
指
し
、
常
に
授
業
を

発
展
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す

（
大
阪
国
際
大
学

法
政
経
学
部「
財

政
学

・

」
担
当

坂
田
雅
代
）

資
格
取
得
に
直
前
講
座

観
光
ビ
ジ
ネ
ス

合
格
者
に
奨
励
金

身
近
な
テ
ー
マ
か
ら
解
く

財
政
学
理
論

社
会
で
必
要
な
知
識

滝井高校
「
系
別
選
択
」授
業
を
導
入

今
年
度
か
ら

人
間
科
学
な
ど

系

滝
井
高
校
で
は
、
今
年
度
よ
り
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
（
標
準
）
コ
ー
ス
で
系

別
選
択
科
目
の
授
業
を
導
入
し
て
い

る
。「
系
別
選
択
」
は
、
併
設
の
国

際
大
や
短
大
の
学
部
・
学
科
の
教
育

内
容
に
対
応
し
た
授
業
で
、
情
報
系
、

人
間
科
学
系
、
生
活
文
化
・
栄
養
士

系
、
幼
児
教
育
系
、
国
際
文
化
系
の

つ
の
系
を
開
設
し
て
い
る
。

授
業
科
目
は
幼
児
教
育
な
ら
「
児

童
文
化
」や「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

リ
ー
ダ
ー
」、
国
際
文
化
な
ら
「
観

光
英
語
」や「
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

入
門
」
な
ど
。

同
校
で
は
例
年
、
体
験
や
実
習
を

採
り
入
れ
た
「
特
色
講
座
」
が
好
評

を
得
て
き
た
が
、
こ
の
系
別
選
択
に

も
「
特
色
講
座
」
で
築
い
た
ユ
ニ
ー

ク
な
実
習
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
、
生

徒
ら
は
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
の
興

味
を
見
つ
け
、
深
め
て
い
る
。

ま
た
、

月

日
、
大
学
・
短
大

と
の
教
育
連
携
の
協
定
書
を
か
わ
し
、

平
成

年
度
か
ら
滝
井
高
校
在
学
中

に
国
際
大
・
短
大
の
特
定
の
授
業
を

履
修
し
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
。
こ
の
高
校
・
大
学
連

携
科
目
は
、
先
の

つ
の
系
別
に
国

際
大
・
短
大
の
教
員
が
授
業
を
行
う

も
の
で
、
高
校
在
学
中
に
自
分
の
興

味
や
目
標
を
定
め
た
生
徒
は
一
足
先

に
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
と
い
う
も
の
。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
基
礎
演
習
」
や
「
心

理
学
」「
接
客
業
務
」「
旅
行
業
実
務
」

な
ど
、
各
系
ご
と
に
、

科
目
ず
つ

用
意
さ
れ
る
。

系
別
選
択
の
一
つ
「
社
会
と
経
済
」
の
授
業
で

は
北
浜
の
大
阪
証
券
取
引
所
を
見
学

大
学
人
間
科
学
部
の
ス
ポ
ー
ツ
行

動
学
科
と
人
間
健
康
科
学
科
の

年

次
生
を
対
象
に
「
海
洋
・
野
外
ス

ポ
ー
ツ
実
習

」
が

月

日
か

ら

日
間
、
徳
島
県
阿
南
市
に
あ
る

阿
南
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ

れ
た
。

例
年
、
台
風
な
ど

で
雨
の
多
い
こ
の
時

期
だ
が
好
天
に
恵
ま

れ
、
学
生
達
は
一
定

の
マ
ナ
ー
を
守
り
つ

つ
か
つ
積
極
的
に
無

人
島
キ
ャ
ン
プ
、

ヨ
ッ
ト
、
ウ
イ
ン
ド

サ
ー
フ
ィ
ン
、
ま
た

魚
の
調
理
法
を
学
ぶ

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
。
水
道
、

電
気
も
な
い
自
然
環
境
の
中
で
の
協

働
（
共
同
）
生
活
は
、
他
人
を
気
遣

い
な
が
ら
、
生
活
を
工
夫
し
、
新
し

い
思
考
方
法
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

無人島キャンプやヨット
海洋・野外スポーツ実習
スポ行と人健の 年次生

ス
タ
ッ
フ
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
セ
ー
リ
ン
グ
に
四
苦

八
苦
す
る
学
生
達

で
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

大
学
経
情

運
営
か
ら
経
営
ま
で
実
習

月

日
、
国
際
大
経
営
情
報
学

部
で
は
「
予
備
演
習
」
受
講
生
（

年
次
生
）
対
象
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
（

）
で
実
習
を
行
っ
た
。

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
誕
生
か
ら
運
営

方
法
、
経
営
実
態
ま
で
を
総
合
的
に

学
習
し
、
最
後
に

で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
展
開
す
る
と

い
う
も
の
で
、

月

日
に
は
、
事

前
研
修
と
し
て
、

建
設
時
、

竹
中
工
務
店
の
担
当
工
区
総
責
任
者

で
あ
っ
た
廣
瀬

純
氏
（
現
・
同
社

大
阪
本
店
営
業
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
営
業
部

長
）
に
よ
る
講
演
会
も
開
催
。
建
設
、

運
営
側
の
視
点
か
ら
人
を
引
き
付
け

る
魅
力
作
り
や
危
機
管
理
の
あ
り
方

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
約

人
の

学
生
が
聴
い
た
。

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
当
日
は
独
自
に
開

発
し
た
「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基

づ
き
、
学
習
・
調
査
を
行
な
っ
た
。

学
生
ら
は
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
プ

ラ
ン
を
立
て
な
が
ら
会
場
内
を
歩
き

回
り
、
課
題
を
こ
な
し
、
レ
ポ
ー
ト

の
た
め
の
調
査
や
写
真
撮
影
な
ど
も

行
っ
て
い
た
。

真剣にプランをねりながらテーマパーク
を回る経営情報学部生たち

園
児
、
図
書
館
で

絵
本
閲
覧
楽
し
む

大
学

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス

大
和
田
幼
稚
園
で
は
、
今
年

月

よ
り
毎
月
第

、
第

、
第

月
曜

に
、
大
学
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書

館
で
、
絵
本
の
閲
覧
の
時
間
を
も
っ

て
い
る
。
園
児
た
ち
が
図
書
館
に
親

し
み
、
静
か
に
読
書
す
る
習
慣
を
身

に
つ
け
る
た
め
、
大
学
の
協
力
で
実

現
。
園
児
た
ち
は
公
共
図
書
館
で
の

マ
ナ
ー
や
本
の
扱
い
方
も
身
に
つ
け
、

行
儀
よ
く
絵
本
を
楽
し
ん
で
い
る
。

同
園
で
は
、
英
語
学
習
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
読
書
に
よ
っ
て
英
語
力
の

ベ
ー
ス
と
な
る
日
本
語
力
ア
ッ
プ
の

効
果
も
狙
っ
て
い
る
。

選んだ本を行儀よく読む園児たち。大学図書館
で少しおにいちゃんおねえちゃんに仲間入り

ス
ト
レ
ス
解
消
法

身
を
持
っ
て
学
ぶ

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
生
ら

大
学
学
生
相
談
室
は

月

日
、

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
第

回
ス
ト

レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ

ス
ト
レ
ス
解
消
へ
の
道
、
教

え
ま
す

」
を
実
施
し
た
。

講
師
を
つ
と
め
た
の
は
福
井
義
一

学
生
心
理
相
談
員
（
心
理
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
講
師
）。
学
生
、

教
職
員
が
参
加
し
、
前
半
は

ス
ト

レ
ス
と
は
？
何
か

か
ら
は
じ
ま
り
、

ス
ト
レ
ス
の
弊
害
に
つ
い
て

な

ど
講
義
、
後
半
は
実
際
に
そ
の
対
処

法
を
学
ん
だ
。

ス
ト
レ
ス
を
う
け
や
す
い
現
代
社

会
に
お
い
て
、
弊
害
を
引
き
起
こ
す

前
に
自
分
で
で
き
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
の

仕
方
を
、
講
義
と
実
習
で
身
に
付
け

て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
、
終
了
後

の
参
加
者
の
表
情
は
明
る
く
、
覚
え

た
て
の
対
処
法
に
つ
い
て
満
足
げ
に

感
想
を
話
し
て
い
た
。

講
座
情
報

管
理
栄
養
士
国
家
試
験

受
験
対
策
講
座
の
お
知
ら
せ

（
在
学
生
お
よ
び
本
学
で
栄
養
士
資

格
を
取
得
さ
れ
た
卒
業
生
対
象
）

日
時平

成

年

月

日

時

時

分

（

時

分
ま
で
に
受
付
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
）

会
場大

阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

（
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
）

費
用模

擬
試
験
受
験
料

円

懇
親
会
費

円

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
学
生
番
号
（
在
学
生
）

卒
業
年
度
（
卒
業
生
）、
電
話
番

号
な
ど
の
連
絡
先
を
記
入
し
て
、

平
成

年

月

日
（
必
着
）
ま

で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
か
ら
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
て

受
講
票
を
送
り
ま
す
。

申
込
先
お
よ
び
問
合
せ
先

守
口
市
藤
田
町

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部
家
政

科
準
備
室
「
管
理
栄
養
士
国
家
試

験
受
験
対
策
講
座
」
係

（

）

詳
細
は

保
育
士
登
録
手
続

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

平
成

年

月

日
以
降
に
、
保
育

士
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
方
、

保
育
士
と
し
て
就
業
す
る
予
定
が
あ

る
方
は
、
都
道
府
県
に
登
録
し
都
道

府
県
知
事
が
交
付
す
る
保
育
士
証
が

な
け
れ
ば
、
保
育
士
と
名
乗
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
士
登
録
申

請
の
手
続
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、

左
記
登
録
申
請
先
に
て
手
続
を
行
い
、

保
育
士
証
の
交
付
を
う
け
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

短
期
大
学
部
事
務
室

（

）

詳
細
は

保
育
士
登
録
申
請
先

『
登
録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー
』

住
所
・

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

丁
目

番

号

青
山
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ビ
ル

登
録
案
内
専
用
電
話

（

）

大学

授
業
紹
介

授
業
紹
介

授
業
紹
介
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人人人人人人人人参参参参参参参参加加加加加加加加「「「「「「「「学学学学学学学学園園園園園園園園都都都都都都都都市市市市市市市市ひひひひひひひひららららららららかかかかかかかかたたたたたたたたフフフフフフフフォォォォォォォォーーーーーーーーララララララララムムムムムムムム」」」」」」」」人参加「学園都市ひらかたフォーラム」
IIIIIIIITTTTTTTT活用、大学の機能を地域に還元IT 活用、大学の機能を地域に還元

第 回 奥田メモリアルフェスティバル第 回 奥田メモリアルフェスティバル

「翼をください」「冬が来る前に」などのヒット曲を奏でる紙ふうせんの 人

万
人
近
い
学
生
が
青
春
過
ご
す

万
人
近
い
学
生
が
青
春
過
ご
す

パ
ネ
リ
ス
ト
金
子
学
長
、
司
会
者
に
南
さ
ん
経

情

年
次
生

「学園都市ひらかたフォーラム」の第 部研究フォーラムの様子（金子学長は左から 人目）

目的を失わず感動を得る日々を、と活発に語り合うパネリストたち

作家藤本義一氏が基調講演に
「
淀
川
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
」

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

心
理
コ
ミ
の
受
講
生

「
紙
ふ
う
せ
ん
」・
船
戸
穣
さ
ん
熱
演

地
域
共
生
の
浄
財
集
ま
る

生涯健康講演会

「現代病」の最新
医学情報を解説
ガン 糖尿病、神経難病

幼
稚
園
絵
画
表
彰
（
敬
称
略
）

第

回
大
阪
府

歯
の
保
健

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

（
平
成

年

月

日
）

入
賞
者

大
阪
府
知
事
賞

江
原
麻

未
（
あ
や
め
組
）

入
選
者

藤
川
拓
巳（
す
み
れ
組
）

熊
代
智
夏

濱
田
勇
輝
（
以
上
た

ん
ぽ
ぽ
組
）

四
方
里
歩

中
谷
友

佳
（
以
上
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
組
）

な
お
、
受
賞
作
品
は

大
阪
環

状
線
「

号
」
車
内
に

月

日
か
ら

日
ま
で
展
示
さ
れ
た
。 最新の医学情報を図を使いながら解説する谷口氏

け
て

」
が

月

日
、
大
阪
歯
科

大
学
楠
葉
学
舎
で
開
催
さ
れ
、
国
際

大
か
ら
は
金
子
敦
郎
学
長
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
出
席
し
た
。
枚
方
市
・

枚
方
市
教
育
委
員
会
の
主
催
で
開
か

れ
た
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
約

人
が
参
加
し
、
金
子
学
長
は
、
地

域
と
国
際
大
と
の
関
わ
り
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
実
績
や
、
今
後
の
展
望

な
ど
に
つ
い
て
語
り
、
市
民
に
対
し

て
大
学
は
何
が
で
き
る
の
か
、
意
見

を
述
べ
た
。

「
学
園
都
市
ひ
ら
か
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
は
、
地
域
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携

や

の
活
用
な
ど
に
よ
っ
て
大
学

の
機
能
を
地
域
に
還
元
す
る
具
体
的

な
取
り
組
み
や
、
若
者
の
感
性
・
発

想
を
地
域
活
動
に
生
か
す
世
代
を
超

え
た
事
業
内
容
に
つ
い
て
広
範
に
検

討
し
、
創
造
力
の
原
点
「
学
び
」
の

可
能
性
を
探
究
す
る
と
い
う
も
の
で
、

基
調
講
演
、
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
、
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

部
で
構
成
。
司

会
者
に
、
国
際
大
経
営
情
報
学
部

年
次
生
の
南

亜
由
美
さ
ん
が
抜
て

き
さ
れ
、
全
体
の
進
行
役
を
務
め
た
。

第

部
の
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

「
大
学
と
地
域
の
連
携

新
し
い
ま

ち
の
未
来
へ
向
け
て
」
と
題
し
、
パ

ネ
リ
ス
ト
に
は
、
金
子
学
長
の
他
、

大
阪
工
業
大
学
情
報
科
学
部
長

木

村
磐
根
氏
、
関
西
外
国
語
大
学
短
期

大
学
部
教
授

上
野
武
彦
氏
、

法
人

枚
方
・
交
野
「
天

の
川
ク
ラ
ブ
」
代
表
で
生
き
が
い
創

造
学
園
事
業
受
託
法
人
代
表
の
野
村

文
夫
氏
、
そ
し
て
学
園
都
市
ひ
ら
か

た
推
進
協
議
会
会
長
で
も
あ
る
中
司

宏
市
長
が
登
壇
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
大
阪
教
育
大
学
教
授
の
田
中

久
和
氏
が
務
め
て
進
め
ら
れ
た
。

大
学
と
枚
方
市
の
連
携
や
生
涯
学

習
の
実
績
と
し
て
、
金
子
学
長
は
、

ひ
ら
か
た
漢
字
ま
つ
り
で
の
会
場
提

供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
参
画
、

エ
フ
エ
ム
ひ
ら
か
た
で
の
学
生
の
番

組
づ
く
り
、
特
別
講
義
の
公
開
な
ど

を
紹
介
す
る
一
方
、
伝
統
と
実
績
を

誇
る
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
市
民
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
提
案
し
た
。

中
司
市
長
が
、「

万
人
近
い
学

生
が
青
春
を
過
ご
す
の
だ
か
ら
、
ま

ち
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ぜ

ひ
ロ
ー
カ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
な
っ

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
定
住
す
る
ま
ち

と
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
今
日
指

摘
さ
れ
た
課
題
や
意
見
を
生
か
し
施

第

回
生
涯
健
康
講
演
会
が
、

月

日

時
よ
り
、
大
学
生
涯
健
康

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
守
口

キ
ャ
ン
パ
ス
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
医
学

の
浄
財
を
イ
ベ
ン
ト
に
招
待
す
る
地

域
（

町
会
・

商
店
会
）
に
募
っ

た
と
こ
ろ
、
約

万
円
の
寄
付
金
が

寄
せ
ら
れ
た
。
地
域
交
流
の
さ
き
が

げ
と
し
て
、
こ
の
夏
に
は
近
隣
の
子

供
た
ち
を
対
象
に
遊
び
か
つ
学
ぶ
、

初
め
て
の
「
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
」
を
大
学
・
短
大
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
研
究
会
の
学
生
が
実
施

し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
秋
の
東
地
区

公
民
館
祭
で
は
ダ
ン
ス
部
の
学
生
や

大
和
田
中
高
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
参

加
す
る
な
ど
地
元
と
の
輪
は
着
実
に

広
が
っ
て
い
る
。

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
平
尾
誠

二
氏
が
登
場
。

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
三
浦
行
義

氏
の
司
会
に
よ
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト
達

は
不
透
明
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
目
的

を
失
わ
ず
に
感
動
を
得
る
日
々
の
過

ご
し
方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
語
り

合
っ
た
。
参
加
者
は
約

人
。

講
生
有
志
が
、
第

回
淀
川
ふ
れ
愛

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
、
新
大

阪
イ
ー
グ
ル
ボ
ウ
ル
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
っ

た
。新

大
阪
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
ソ
サ
イ
エ

テ
ィ
（

新
大
阪
地
域
で
活
動
す
る

企
業
や
団
体
）
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

の
こ
の
企
画
は
、
学
生
が
楽
し
い
体

験
を
通
し
て
企
業
と
の
接
点
、
つ
な

が
り
を
持
つ
こ
と
や
大
阪
国
際
大
学

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
。
当
日
は
沢
山
の
来
場
者
が

開
店
前
か
ら
列
を
な
し
、中
に
は「
子

供
の
友
達
が
国
際
大
に
通
っ
て
る
か

ら
」
と
商
品
を
買
う
お
客
さ
ん
ら
も

お
り
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

枚
方
市
に
あ
る

大
学
と
市
で
つ

く
る
「
学
園
都
市
ひ
ら
か
た
推
進
協

議
会
」
の
設
立

周
年
記
念
事
業
で

あ
る
「
学
園
都
市
ひ
ら
か
た
フ
ォ
ー

ラ
ム

創
造
力
の
原
点
『
学
び
』
の

可
能
性

魅
力
あ
る
学
園
都
市
へ
向

今
年
で

回
を
迎
え
る
恒
例
の
イ

ベ
ン
ト
、
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、

月

日

時

分

よ
り
学
園
本
部
近
隣
住
民
の
方
々
等

約

人
を
招
い
て
奥
田
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

ス
テ
ー
ジ
は
、
日
本
の
詩
情
を

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
綴
る「
紙
ふ
う
せ
ん
」

と
新
進
気
鋭
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
船

戸

穣
氏
の
演
奏
の
二
部
構
成
で
、

会
場
は
歌
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
奏
で

る
美
し
い
音
色
に
包
ま
れ
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
学
園
と

地
域
と
の
よ
り
深
い
交
流
を
願
い
、

そ
の
活
動
の
原
資
や
奨
学
金
と
し
て

現
代
の
生
き
方
を
探
る
第

回

「
ボ
イ
ス
・
イ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
大
学
・
短
期
大
学
部
女
性
学
研
究

所
、
朝
日
新
聞
社
主
催
）
が

月

日
、
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
の

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
不
透
明
な
時

代
を
明
る
く
生
き
抜
く
た
め
に

学

ぶ
べ
き
こ
と

」
で
、
基
調
講
演
に

作
家
の
藤
本
義
一
氏
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
サ
ン
ト
リ
ー
不

易
流
行
研
究
所
部
長
の
佐
藤
友
美
子

氏
、
女
優
・
フ
リ
ー
ダ
イ
バ
ー
の
高

樹
沙
耶
氏
、
神
戸
製
鋼
ラ
グ
ビ
ー
部

月

日
の
日
曜
、
大
学
心
理
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
関
連
科
目
担
当
教
員
（
黒
田

勝
明
教
授
、
縄
田
文
子
教
授
、
山
本

文
惠
嘱
託
教
授
）
の
セ
ミ
ナ
ー

受

策
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
展
望
を

述
べ
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
締
め
く
く

ら
れ
た
。

系
研
究
科
生
化
学
分
子
生
物
学
講
座

教
授
の
谷
口
直
之
氏
を
迎
え
、「
か

ら
だ
の
設
計
図
（
遺
伝
子
）
に
あ
る

病
気
と
な
い
病
気
・
ガ
ン
・
糖
尿
病

・
神
経
難
病
」
を
テ
ー
マ
に
、
現
代

病
に
関
す
る
最
新
の
医
学
的
知
見
を
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
。
会
場
に
は
一

般
市
民
ら
約

人
が
集
ま
り
、

耳
を
傾
け
て
い
た
。

大阪府知事賞を受賞した江原麻未さんの作品

人参加 佐藤友美子さんらも参加

第 回 ボイス イン フォーラム第 回 ボイス イン フォーラム



大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
（枚方キャンパス）

後期中断
平成 年

後期再開
後期終講
後期補講（ ）
後期試験（ ）
集中講義（ ）
追・再試験（ ）
卒業証書・学位記授与式

大阪国際大学
大阪国際女子大学

大阪国際大学短期大学部
（守口キャンパス）

後期中断
平成 年

後期再開
後期終講
後期補講（ ）
後期試験（ ）
集中講義（ ）
追・再試験（ ）
女子大卒業証書・学位記授与式
短大卒業証書授与式

大阪国際滝井高等学校
保護者会（ ）（ ・ 年）
授業終了

平成 年
授業再開・学年カルタ会
選抜カルタ会
学年末考査（ ）（ 年）
マラソン大会
卒業式
学年末考査（ ）
終業式
学習合宿（ ）

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

保護者会（中学）
終業式

平成 年
始業式
カルタ会（中学）
イングリッシュフェスティバル（中学）
スキー実習（ ）（中学）（ 年）
学年末考査（ ）（中学）（ 年）
卒業式（高校）
学年末考査（ ）（中学）
学年末考査（ ）（高校）
卒業式（中学）
修学旅行（ ）（中学）（ 年）
終業式

大阪国際大和田幼稚園
お楽しみ会
終業式

平成 年
始業式
豆まき
お別れ会（ ）（年長組）
生活発表会
平成 年・ 日入園
お別れ会
保育修了証書授与式
終業式

毎月第 、 水曜日 園庭開放、創作活動

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
（枚方キャンパス）

大阪国際大学
大阪国際女子大学

大阪国際大学短期大学部
（守口キャンパス）

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園

第 回グローバルマインド賞 高校生論文
コンクール第 回グローバルマインド賞 高校生論文
コンクール

歳女性ら 編応募
新論題「環境について」深い関心

全
国
の
高
校
生
を
対
象
に
し
た
第

回
高
校
生
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
」
の
応
募
は

月
末
に
締
め
切
ら
れ
、

月
初
め

の
最
終
審
査
に
向
け
事
前
審
査
が
行

わ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、

編

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
中
に
は
通
信

制
高
校
で
学
ぶ

歳
の
女
性
か
ら
の

応
募
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
第

回
か

ら
追
加
さ
れ
た
新
し
い
論
題
「
環
境

に
つ
い
て
」
を
述
べ
る
作
品
も
増
え

て
き
て
お
り
環
境
へ
の
関
心
が
深

ま
っ
て
い
る
。

審
査
員
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
国

立
民
族
学
博
物
館
顧
問
・
梅
棹
忠
夫

氏
、
元
京
都
大
学
総
長
・
岡
本
道
雄

氏
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
森

毅

氏
、
国
際
大
・
川
又
良
也
教
授
の

氏
。
最
終
審
査
に
進
む
の
は

作
品

で
、

月

日
に
ザ
・
リ
ッ
ツ
カ
ー

ル
ト
ン
大
阪
で
最
終
審
査
が
行
わ
れ

グ
ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
等

が
選
定
さ
れ
る
。

高
校
生
史
上

人
目
の
快
挙

高
嶋
君
大
和
田

高

年

級
リ
ー
グ
入
り

連珠名人戦

大
和
田
高
校

の
高
嶋
純
也
君

（
英
数
コ
ー
ス

年
）
が
第

期
連
珠
名
人
戦

関
西
北
陸
地
区

次
予
選
を
突
破
し

級
リ
ー
グ
へ
進
出
、

月
に
開
催

さ
れ
た

級
リ
ー
グ
戦
で
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
強
豪
達
と
戦
っ
た
。

「
連
珠
」
と
は
、「
五
目
並
べ
」

の
ル
ー
ル
を
整
備
し
て
競
技
化
し
た

ゲ
ー
ム
で
、
高
嶋
君
は
中
学

年
の

春
に
始
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
で
め
き
め
き
力
を
発

揮
。
今
回
の
予
選
で
は

人
の

級

リ
ー
グ
入
り
を
か
け
て

人
で
争
わ

れ
、
高
嶋
君
は
大
学
生
と
と
も
に
見

事

級
リ
ー
グ
入
り
を
果
た
し
た
。

高
校
生
と
し
て
は
史
上

人
目
の
快

挙
と
な
る
。

「
連
珠
は
ル
ー
ル
が
あ
る
程
度
簡

単
で
、
奥
が
深
い
と
こ
ろ
が
お
も
し

ろ
い
。
ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
よ
う
な

手
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
う
な
気
が
す

る
ん
で
す
」
と
高
嶋
君
。

全
日
本
連
珠
名
人
戦

級
リ
ー
グ

戦
は
、

月

日
か
ら

日
ま
で
箱

根
太
陽
山
荘
で
泊
ま
り
込
み
で
開
催

さ
れ
た
。「
今
回
高
校
生
は
僕
一
人
。

そ
れ
に
連
珠
は
持
ち
時
間
が

時
間

あ
り
、
最
長

試
合
が

時
間
に
な

る
こ
と
も
あ
り
、

日
間
ぶ
っ
通
し

は
体
力
的
に
し
ん
ど
か
っ
た
」
結
果

は

負

分
、「
緊
張
で
半
分
し
か

力
を
出
せ
な
か
っ
た
け
ど
い
ろ
い
ろ

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
経
験

不
足
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。

任
命
式
で
ロ
ー
ズ
ピ
ン
ク
の
衣
装
の
黒
川
さ
ん

「
い
た
み
ロ
ー
ズ
メ

イ
ト
」
に
黒
川
さ
ん

女
子
大
人
間
科
ス
ポ
ー
ツ
行
動
科

女
子
大
人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行

動
学
科

年
次
生
の
黒
川
有
紀
子
さ

ん
が
、
第

期
い
た
み
ロ
ー
ズ
メ
イ

ト
に
選
ば
れ
た
。

い
た
み
ロ
ー
ズ
メ
イ
ト
は
、
伊
丹

商
工
会
議
所
が
募
集
す
る
も
の
で
、

伊
丹
市
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
市
の
観
光
名
所
や
特
産
品
を

す
る
観
光
大
使
。
今
回

人
選
ば

れ
、
任
命
式
は

月

日
に
伊
丹
商

工
会
議
所
で
行
わ
れ
た
。

黒
川
さ
ん
は
、
名
古
屋
の
観
光
バ

ス
ガ
イ
ド
に
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る

た
め
、
土
日
に
帰
郷
し
て
活
動
、
大

忙
し
の

年
間
と
な
り
そ
う
だ
。

国
際
大
・
女
子
大
・
短
大

陸
上
競
技
部

・

第

回
日
本
学
生
女
子
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
選
手
権
大
会

兼

第

回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
日
本

代
表
選
手
選
考
会

位

野
坂
絵
美

（
ス
ポ
行

）、

位

白
倉
香
理（
同

）

・

第

回
静
岡
国
際
陸
上
競
技

大
会

出
場

野
々
村
ふ

み
（
ス
ポ
行

）、

川
西
亜

季
（
同

）

・

第

回
関
西
学
生
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会

総
合

位
、

位

・

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第

回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
大
会

走
高
跳

出
場

稲
田

絵
梨
子
（
短
大
幼
教

）

・

大
阪
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

、

優
勝

加
茂

有
希
子
（
ス
ポ
行

）、
走
高
跳

位

礒
谷
七
恵
（
経
情

）、

種
競
技

位

坂
田
弥
紗
子
（
ス
ポ
行

）

・

第

回
京
都
府
陸
上
競
技
選

手
権
大
会

走
高
跳
、
三
段
跳

優
勝

児
玉
里
穂
（
ス
ポ
行

）、

種
競

優

勝

中
村
有
里
、
走
幅
跳

位

小

（
敬
称
略
）

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動

川
理
香
（
以
上
同

）、
三
段
跳

位

木
田
寿
永
子
（
幼
教

）、

位
、

位

菊

池
伊
代
（
人
健

）、
走
高
跳

位

稲
田
絵
梨
子
（
短
大
幼
教

）

・

第

回
四
国
陸
上
競
技
選
手

権
大
会

位

野
々
村

ふ
み
（
ス
ポ
行

）

・

第

回
近
畿
陸
上
競
技
選
手

権
大
会

位

菊
池
伊

代
（
人
健

）、
走
高
跳

位

礒
谷

七
恵
（
経
情

）、
三
段
跳

位

木

田
寿
永
子
（
短
大
幼
教

）、
槍
投
げ

位

竹
野

華
（
ス
ポ
行

）、

種

競
技

位

中
村
有
里
（
同

）、

位

菊
池
伊
代（
人

健

）、
藤
井
里
奈
（
ス
ポ
行

）、
小

川
理
香
（
同

）、
田
丸
ゆ
か
り
（
同

）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

〔
女
子
〕

・

第

回
近
畿

人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
総
合
男
子
・
女
子
選
手
権
大
会

位

・

関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春

季
リ
ー
グ
戦

女
子

位

・

平
成

年
度
第

回

西
日

本
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

学
連
男
女
選

抜
対
抗
戦
選
抜
選
手

小
坂
恵
里
、
戸

田
絵
美
、
赤
樫
理
恵
（
以
上
ス
ポ
行

）、

槌
谷

優

（
同

）

ラ
ク
ロ
ス
部

〔
女
子
〕

・

「

歳
以
下
女
子
日
本
代
表
選
手
団

強

化
遠
征
」
代
表
選
手

平
井
夏
海
、
佐
々

木
梓
（
以
上
ス
ポ
行

）

・

「

第

回
ラ
ク

ロ
ス
女
子

歳
以
下
世
界
大
会
」
日
本

代
表
選
手

飛
澤
園
子
（
ス
ポ
行

）、

富
永
小
百
合
（
人
健

）

・

第

回
全
国
私
立
高
等
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
近
畿
予
選

会

位

・

第

回
国
民
体
育
大
会
秋
季

大
会
府
選
手

少
年
女
子
の
部

位

監
督

才
崎
哲
次

選
手

李

亜
里

沙
、
勝
連
早
希
、
宮
本
小
百
合
、
村
田

奈
都
美
、
井
上

舞
、
久
保
尚
子
、
真

栄
里
理
沙
（
以
上

）、
大
西

唯
（

）

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部

・

大
阪
高
等
学
校
春
季
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
競
技
会

兼

年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
大
阪
府

予
選
会
・
個
人
の
部

回
戦
敗
退

麻
畠
祐
希
、
佐
藤
麻
美
子
（
以
上

）

吹
奏
楽
部

・

大
阪
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

北
地
区
大
会

銀
賞

・

大
阪
府
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

銀
賞

大
和
田
高
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

第

回
大
阪
高
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
春
季
大
会

準
優
勝

・

第

回
近
畿
私
立
高
等
学
校

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

ベ
ス

ト

剣
道
部

・

第

回
全
国
高
校
剣
道
大
会

府
予
選
女
子
団
体

ベ
ス
ト

軽
音
楽
部

・

軽
音
楽
系
バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス

ト
「

」

出
場

吹
奏
楽
部

・

第

回
大
阪
府
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
北
地
区
大
会

銀
賞

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

第

回
大
阪
私
立
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大

会

、

位
確
定

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・

大
阪
高
校
春
季
大
会
中
央

リ
ー
グ

団
体
戦

優
勝

・

ア
カ
エ
ム
杯
大
会

団
体
戦

優
勝

・

大
阪
高
校
総
体
女
子
ブ
ロ
ッ

ク
予
選

第

位

宮
端
佳
奈
恵
（

）、

森
本

綾
（

）、
第

位

山
下
智
美

（

）
・
幸
崎
由
美
（

）

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

第

回
近
畿
中
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会

ベ
ス
ト

課
外
活
動

国
際
大
・
女
子
大
・
短
大

・

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
イ
ス
オ
ー
プ
ン
選
手
権
大
会
日

本
代
表
選
手

長
谷
川
早
希（
ス
ポ
行

）

・

第

回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
同
時
交
流
派
遣
団
員

芦
田
朋
代（
人

健

）、
谷
口
伊
生
（
ス
ポ
行

）

・

日
本
福
祉
大
学
創
立

周
年

記
念
事
業『
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ

』
参
加

、

（
留
学
生
別
科
）

滝
井
高
校

・

平
成

年
度
第

回
文
部
科

学
省
認
定
硬
筆
書
写
検
定
試
験

優
秀

賞

松
田
千
絵
（

）

・

第
十
四
回
伊
藤
園
お

い
お

茶
新
俳
句
大
賞

佳
作

田
岡
智
子
、

飯
島
か
ほ
り
、野
澤
沙
織
、山
中

碧（
以

上

）

・

第

回
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト

橋
本
有
加
（

）

出
場

大
和
田
高
校

・

ク
ラ
ブ
合
同
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
選
考
会

位

吉
村
友
子
（

）

「メディアが国民を動かし、政治を変える」と、 年
間の思いを訴え、協力を求める有本明弘氏

国
際
大
の
法
政
経
学
部
連
続
講
演

会
が

月

日
、

日
、

月

日

の

日
間
に
わ
た
っ
て
講
義
棟

階

大
講
義
室
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
講
演

会
は
、
法
政
経
学
部

年
次
生
対
象

だ
が
、
一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
、

多
く
の
聴
講
者
が
会
場
に
集
ま
っ
た
。

第

日
目
は
、『
新
し
い
セ
イ
ジ

を
私
た
ち
の
手
か
ら
』
と
題
し
、
今

年
春
の
統
一
地
方
選
挙
で
現
役
大
学

院
生
と
し
て

歳
の
若
さ
で
高
槻
市

議
会
議
員
に
当
選
し
た
野
々
上

愛

氏
を
講
師
に
迎
え
た
。
学
生
ら
は
、

若
者
の
目
線
で
語
ら
れ
る
政
治
の
世

界
を
、
興
味
深
く
聴
い
て
い
た
。

第

日
目
は
、
拉
致
被
害
者
有
本

恵
子
氏
の
ご
両
親
で
あ
る
有
本
明

弘
・
嘉
代
子
氏
と
「
北
朝
鮮
に
拉
致

さ
れ
た
日
本
人
を
救
出
す
る
た
め
の

全
国
協
議
会
」
常
任
副
会
長
で
東
京

基
督
教
大
学
教
授
の
西
岡

力
氏
を

迎
え
、『
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
の
真

実
』
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
第

日
目
は
、
元
日
本
弁

護
士
連
合
会
会
長
の
中
坊
公
平
氏
を

迎
え
、『
生
き
る
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
』

と
題
し
、
講
演
が
行
わ
れ
た
。

感
動
そ
し
て
行
動
へ

法
政
経
学
部
の
連
続
講
演
会

市
民
・
学
生
多
数
集
ま
る

大
阪
国
際
滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

平
成

年
度
春
季
大
会
・
大

阪
高
校
選
手
権
大
会

兼

第

回
全

日
本
高
校
総
合
体
育
大
会
・
近
畿
大

会
・
国
民
体
育
大
会

優
勝

・

平
成

年
度
近
畿
高
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会

ベ
ス
ト

・

大
阪
高
校
総
合
体
育
大
会

優
勝

・

設
立

周
年
記
念

大
阪
府

私
立
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大

会

準
優
勝

滝井高校バレー部の 月の大阪私学大会決勝戦の様子

岡

本

道

雄

（
元
京
都
大
学
総
長
）

梅

棹

忠

夫

（
国
立
民
族
学
博
物
館
顧
問
）

川

又

良

也

（
大
阪
国
際
大
学
教
授
）

（敬称略）

森

毅

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
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学園 新入教職員辞令交付式

大学 枚方 毎日新聞「イラク戦争」記事で法政経学部 大矢吉之教

授のコメント掲載

滝井高 国際科設置初、長期留学（豪）から 人のうち 人の生

徒が帰国

学園 大学 西田俊夫教授に名誉教授称号記授与

大学 枚方 松田孝一経営情報学部教授らがチンギス・ハンの兵站基

地「チンカイ・バルガスン」発見、産経新聞ほか新潟新

聞など地方紙にも掲載

大学 枚方 日本経済新聞夕刊の「横浜事件」再審開始の記事で法政

経学部の井戸田 侃特任教授がコメント

大学 枚方 法政経学部主催による特別講義スタート

大学 枚方 経営情報学部三木 英教授がNHKラジオ（第二）「宗教の

時間」に出演

大和田高 年生英数コース修学旅行（北海道）（ ）（ 写真）

大学 滝井高 両バレーボール部、今川 功監督・小坂恵里キャプテン

（スポ行 ）、才 哲次監督・西田麻衣子キャプテン（

年）がエフエムもりぐちに登場

滝井高 バレーボール部才 哲次監督が守口郵便局一日郵便局長

大学 枚方 年春の叙勲で能勢哲也名誉教授が勲二等瑞宝章、作

道洋太郎名誉教授が勲三等旭日中綬章を受章

学園 年春の叙勲で前田孝一監事が勲四等瑞宝章を受章

大学 毎日新聞のトップインタビューに金子敦郎学長掲載

大学 文化部発表会「桜花祭」（ ）

滝井高 球技大会

滝井高 芸術鑑賞兼国際交流行事、フィリピン・スモーキーマウ

ンテン子ども民謡舞踊団「母なる大地の子ども達」を鑑

賞

大学 留学生懇親パーティー

短大 幼児教育科、人形劇団クラルテを招いて実技研修

大学 短大 地域住民対象「健康教室」毎週水・金実施（ ）

学園 教職員表彰、ジョージタウン大学英語インテンシプ・プ

ロジェクト委員会構成員 人と心理コミュニケーション

学科 縄田文子教授

大学 枚方 学友会 新聞広報委員会撮影の写真とメンバーの写真が

広報ひらかたの表紙に掲載

女子大 人間科学部縄田ゼミの学生ショップ「多趣多彩」が日経

新聞に掲載

短大 全国大学・短期大学実務教育協会 実務教育振興賞受賞

滝井高 後援会総会

大学 教職員研修会、特定非営利法人アジアボランティアセン

ター代表 平田 哲氏「国際社会における人権と平和に

ついて」

大学 枚方 第二京阪道路開通で「緑立つ道」（国土交通省）に掲載

大学 救急法救急員認定講習・検定試験（ ・ ・ ・ ）

大学 全学映画会 演題「ひかり」を鑑賞（ ）

滝井高 生活指導講演会

滝井高 塾長対象入試説明会

大学 枚方 学術講演会、「チンギス・ハンの前線基地を確認！ モン

ゴル調査 年の成果から 」経営情報学部 松田孝一教

授が講演（国際関係研究所主催）

大和田高 入試説明会（学習塾対象）

滝井高 大阪府のアドプト・ロード・プログラムに参画、月 回

の大掃除日に生徒らが学校周辺の道路を清掃

大学 枚方 枚方市のエセック経済商科大学院大学学生 人受入れ研

修（ ）

大学 守口 国際交流課主催、交換留学生との交流会 タイ料理を一

緒につくってみませんか 開催

女子大 人間科学部縄田ゼミの学生が守口市にオープンさせた学

生ショップ「多趣多彩」が産経新聞夕刊に掲載

大学 枚方 上木原光一郎さん（政経 卒）が営業専門会社セレッテ［東

京都］の社長として日経ソリュージョンビジネスに掲載

大学 守口 庶務課の杉浦宏章係員、モデルとして「マップルマガジ

ン 京阪神・名古屋発家族でおでかけ夏休み」（昭文社）

登場

大学 守口 女性問題学習講座（門真市主催）で、心理コミュニケーショ

ン学科の西岡敦子講師「ネット社会の落し穴 女性をめ

ぐる問題 」

大学 枚方 協定校の慶南情報大学（韓国）から計 人が訪問

大学 守口 国際コミュニケーション学科高橋尚美非常勤講師の留学

生別科「伝統文化研究 」でゆかたの着付け実習授業

大学 守口 陸上競技部の竹野 華さん（スポ行 ）と鈴木麻衣さん（同

）が、枚方第二小学校ふれ愛・フリー・スクエアの陸

上教室で指導

大学 守口 心理コミュニケーション学科 回生対象に「フィールド・

アクション・セミナー 」（ ・ ）

大学 枚方 朝日新聞奈良版に「飛鳥川風景保存活動」の記事で国際

関係研究所 三木健二客員教授がコメントとともに掲載

大学 枚方 ハッサン・エムレ・エルソラックさん（法政経 ）が

「OFIXレポート」（府国際交流財団）に掲載

大学 枚方 国際関係研究所主催 国際ビジネス教養セミナー「イス

ラーム世界と中東ビジネス」

大学 枚方 福田朋広さん（経情 卒）『 代起業家の展示会 ええ

やん！起業 もう一つの進路説明会』に参加

大学 守口 市内中学校生徒 人が図書館で職場体験学習（ ）

大学 守口 ラクロス 歳以下女子日本代表チームのキャプテン飛澤

園子さん（スポ行 ）が、朝日放送『きらっと』に登場

短大 幼児教育科 朝倉 洋教授の「ルミエール音楽サロンス

ペシャルコンサート ゴールデンデュオが紡ぐプラハの

音色」の案内が広報かどまに掲載（ ・ ・ ）

短大 幼児教育科 杉本佳隆教授が講師の「乳幼児の子育て学

級プログラム」の案内が広報かどまに掲載

大学 守口 人間健康科学科 四谷美和子教授が講師の料理実習「夏

バテ解消料理」の案内が広報もりぐち掲載

短大 幼児教育科、第 回ジョイフルコンサート

大学 守口 スポーツ行動学科 回生、セミナー クラス対抗ドッチ

ボール大会

学園 「エンカレッジニュース」創刊

大学 枚方 読売新聞の「大阪市環境事業のごみ消却を巡る汚職事件」

の記事で法政経学部の井戸田 侃特任教授がコメント

大学 短大 全学人権啓発委員会主催 現地学習会（全教職員対象）

滝井高 インターハイ出場のバレーボール部が守口市役所表敬訪

問

大学 教職員夏期研修支援大学オープン講座（ ・ ）

大和田中 バレーボール部、「大阪中学生バレーボール優勝大会」初

優勝でスポーツニッポンに木村監督のコメント、写真掲

載

大学 守口 スポーツ行動学科 井上芳光教授の『汗』についてのこ

れまでの研究成果の一部が朝日新聞に紹介

大学 金子敦郎学長が 枚方文化振興事業情報誌『ひらかた文

化』の「リレー文化コラム」に掲載

大学 枚方 大久保正直さん（政経 卒）経営のM O P 所属BAGDAD

CAFE THE trench townの「peechy」が、 月度のFM

邦楽ヘピーローテーションに登場！

滝井高 バレーボール部が、関西テレビ『日本バレーの情熱 大

阪にワールドカップがやってくる』でとりあげられる

女子大 第 回女子野球選手権のメンバーに 年連続で選ばれた

ソフトボール部の上田 玲さん（スポ行 ）が日経新聞

夕刊に大きく掲載

大学 守口 スポーツ行動学科 井上芳光教授が週刊朝日増刊「

甲子園」でお笑いタレント・TIMと対談

大学 守口 スポーツ行動学科 井上芳光教授が「かながわ健康セミ

ナーin川崎」で講演、神奈川新聞に大きく掲載

大和田中 第 回全中学校バレーボール選手権の様子と木村正章監

督のコメントが大会実行委員会発行の速報に掲載

大学 大学主催 高校・大学連絡協議会

大学 守口 障害児のプール指導（ ）

大和田中 高 男女共学で学内活性化、産経新聞夕刊に掲載

大学 枚方 「大阪教育大付属池田小乱入殺傷事件」判決公判の記事

で法政経学部 井戸田 侃特任教授のコメントが毎日新

聞に掲載

大学 守口 リラクセイション集中授業に 人の学生が参加

大学 枚方 読売新聞の「警官発砲事件」の記事で、法政経学部 井

戸田 侃教授がコメント

大学 枚方 市民大学講座（ ・ ）

大和田高 豪・姉妹校ジーロン・グラマースクールから 人が来日

短大 幼児教育科、夏期幼児教育研修（ ）

大学 守口 人間健康科学科 年次生対象、国内研修「生涯健康に関

する初期体験学習」（ ）

大学 守口 保護者懇談会に 世帯が参加

大学 守口 リーダーシップ特別演習

大学 枚方 保護者懇談会に 世帯が参加

大学 守口 第 回全学English Essay Contest トピック Our Changing

Environment, Our Changing Lives （ ）

大学 守口 全日本大学選手権出場のソフトボール部が守口市役所表

敬訪問

滝井高 国際科設置初、長期留学生（豪） 人が帰国

ヘッドラインニュースヘッドラインニュース
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運
動
や
遊
び
、宿
題
ア
ド
バ
イ
ス

夏
休
み

日
間

小
学
生

人
招
き
実
施
大学 短大

ボランティア活動研

図
書
館
開
放
な
ど
地
域
社
会
と
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
図
っ
て
い
る

大
学
・
短
大
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
夏
休
み
中
の
小
学
生
を
招
い
て

月

日
か
ら

日
の

日
間
、
午
前
中
は
運
動
や
遊
び
、
午
後
は

涼
し
い
教
室
で
図
画
、
工
作
や
夏
休
み
の
宿
題
な
ど
学
生
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
楽
し
い
時
を
過
ご
す
「
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
」
を
初
め
て
開
校
し
、
夏
休
み
期
間
中
の
閑
静
な
大
学
内
は

子
供
た
ち
の
歓
声
と
笑
い
声
が
こ
だ
ま
し
た
。

主
催
し
た
の
は
、
大
学
・
短
大
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
究
会
（
部
長

古
用
美
紀
子
人
間
科
学
部
社
会
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

年
次

生
・
部
員

人
）
の
学
生
で
、
大
学

周
辺
の
守
口
市
立
大
久
保
・
東
小
学

校
と
門
真
市
立
古
川
橋
小
学
校
の

年
生

人
が
参
加
し
た
。

最
終
日
に
は
、
紙
飛
行
機
づ
く
り

と
そ
の
飛
ば
し
大
会
を
開
き
、
一
般

販
売
さ
れ
て
い
る
競
技
用
の
も
の
を

自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
り
、
ゴ
ム
を

利
用
す
れ
ば
さ
ら
に
高
く
長
時
間
飛

ば
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
。
低
学
年

生
は
、
製
作
に
手
間
を
要
し
た
も
の

の
、
思
い
思
い
の
色
を
塗
っ
た
飛
行

機
を
持
っ
て
飛
ば
し
大
会
に
臨
ん
だ
。

飛
ば
し
大
会
は
滞
空
時
間
で
は
な
く

飛
ん
だ
距
離
を
競
っ
た
が
、
風
に
乗

り
想
像
以
上
の
見
事
な
滑
空
に
は
、

大
き
な
ど
よ
め
き
が
沸
き
起
こ
っ
て

い
た
。
参
加
賞
の
ほ
か
に

位
か
ら

位
ま
で
の
生
徒
に
は
特
製
の
お
菓

子
が
配
ら
れ
た
。
閉
会
時
に
は
、
全

員
に
第

回
「
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
」
に
参
加
し
皆
と
協
力
し
楽

し
く
活
動
し
た
こ
と
の
証
し
と
こ
れ

か
ら
の
夏
休
み
の
安
全
と
健
康
を

祈
っ
た
修
了
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
で
も
、
生
徒
の
興
味
を
誘
っ
た

の
は
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
て
学
内

を
歩
き
、
お
年
寄
り
や
障
害
を
持
つ

人
の
気
持
ち
を
考
え
る
体
験
学
習
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
に
そ
れ
ぞ
れ

導
か
れ
階
段
の
上
り
下
り
や
段
差
の

あ
る
道
で
は
、
大
声
を
上
げ
て
学
生

に
し
が
み
つ
い
て
は
こ
わ
ご
わ
足
を

進
め
て
い
た
。

送
迎
し
た
生
徒
の
保
護
者
か
ら
は
、

日
目
が
台
風
の
た
め
中
止
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
時
間
が
足
り
な
い

く
ら
い
楽
し
が
っ
て
い
る
の
で
、
次

回
は
、
さ
ら
に
開
校
期
間
を
延
長
し

て
欲
し
い
と
の
要
望
も
あ
っ
た
。
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
、
校
内
探
検
、
紙
粘
土
、

ビ
デ
オ
鑑
賞
と
多
く
の
思
い
出
と
な

る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、

毎
日
、
子
供
た
ち
の
感
想
文
だ
け
で

な
く
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
そ
の
日
の
様

子
や
報
告
の
書
き
込
み
を
読
ん
で
、

帰
宅
後
の
親
子
交
流
も
で
き
た
と
喜

ば
れ
て
い
た
。

同
研
究
会
の
顧
問
で
、
今
回
の
ス

ク
ー
ル
を
指
導
し
た
世
戸
俊
男
教
授

（
人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

主
任
）
は
、「
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
根
づ
く
に
は
、
学
生
自
身

が
ひ
と
つ
ず
つ
経
験
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
の
で
、
早
く
て
も

年
は
か

か
る
。今
回
の
企
画
は
、学
生
に
と
っ

て
も
初
め
て
の
体
験
で
あ
り
、
常
日

頃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
し
て
い
る

も
の
の
自
分
達
で
企
画
し
実
施
運
営

し
て
ゆ
く
こ
と
の
楽
し
さ
や
難
し
さ

を
知
っ
た
こ
と
、ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
対
象
を
大
学
を
中
心
に
し

た
地
域
社
会
に
絞
り
地
域
交
流
を

図
っ
た
こ
と
は
、
参
加
し
た
子
供
た

ち
の
保
護
者
、
地
域
か
ら
も
好
評
で

意
義
深
い
こ
と
だ
」
と
活
動
を
ふ
り

返
っ
た
。

アイマスクをつけこわごわ階段を降りる小学生と手助けするボランティア活動
研究会のメンバーたち

盛
大
に
創
立

周
年
祝
う

滝
井
高
同
窓
会

「
撫
子
会
」

人
集
い
、
記
念
講
演
も

滝
井
高
校
同
窓
会
「
撫
子
会
」
が

今
年
度
の
総
会
を
兼
ね
た
創
立

周

年
記
念
祝
賀
会
を

月

日
の
日
曜

日
、
大
阪
市
天
王
寺
区
に
あ
る
都

ホ
テ
ル
大
阪
で
開
い
た
。

総
会
は
従
来
、
毎
年

月
第

日

曜
日
母
校
に
て
開
か
れ
て
い
る
が
、

今
年
は

周
年
記
念
祝
賀
会
と
し
て

午
前

時

分
か
ら

時
ま
で
、
同

ホ
テ
ル
浪
速
の
間
で
実
施
さ
れ
た
。

当
日
は
、
ご
来
賓
の
方
々
、
同
窓

生
約

人
が
集
う
な
か
で
、
玉

置
晴
子
撫
子
会
会
長
が
挨
拶
、
奥
田

吾
朗
理
事
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。
ま
た
、
今
回
は
記
念
講
演
と
し

て
文
楽
の
重
鎮
で
人
間
国
宝
の
文
楽

大
夫
、
竹
本
住
大
夫
師
を
招
い
て
の

講
演
が
行
わ
れ
盛
大
な
式
典
と
な
っ

た
。

祝
賀
会
で
、
穴
見
前
々
会
長
、
辻
本
前
会
長
の

遺
影
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
挨
拶
す
る
玉
置
会
長
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検
定
試
験

級

（
平
成

年

月

日
実
施
）

経
情

青
木
沙
織

荒
川

愛

有

田

学

石
田
哲
也

常
徳
治
人

河

井
雅
範

黒
川
健
吾

南
川
倫
子

中

村
宏
之

中
村
孝
幸

野
津

剛

岡

田
心
哉

阪
井
優
輔

三
ノ
京
潔

高

本
洋
介

辻

茜
音

結
城
三
鈴

同

福
井
奈
緒
美

濱
野
秀
美

廣
兼

潤
一

松
嶋
克
修

松
岡
早
織

南

亜
由
美

森

旭
弘

野
間
哲
也

野

中
香
里

橋
全
佑

田
中
信
春

浦

木
康
浩

同

石
田
陽
平

糸
井
言

文

亀
澤
一
志

絹
巻
幸
緒

重
本

徹

清
水
優
匡

竹
森
久
敬

山
本
幸

範

国
際
大
（
守
口
）・
短
大

学
内
団
体
試
験

（
平
成

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

大
学
国
コ
ミ

大
川
有
香
子

川
口

知
子

佐
々
木
芙
美

児
玉
亜
希
子

短
大
国
文

北
中
優
希

第

回

公
開
試
験

（
平
成

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

大
学
国
コ
ミ

池

香
菜
美

沢
井

梓

陳

鴻
輝

第

回
秘
書
技
能
検
定
試
験

級

（
平
成

年

月

日
実
施
）

短
大
家
政

里
村
千
晴

永
井
智
子

同
国
文

小
笠
紗
代

販
売
士
検
定
試
験

級

（
平
成

年

月

日
実
施
）

大
学
社
コ
ミ

藤
田
千
咲

日
商

日
本
語
文
書
処
理
技
能

検
定
試
験
（
ワ
ー
プ
ロ
検
定
）

級

（
平
成

年

月

日
実
施
）

大
学
心
理
コ
ミ

酒
井
俊
幸

同
社

コ
ミ

岡
田
奈
津
希

短
大
家
政

吉
田
佳
名
恵

同
国
文

坂
口
弥
生

宮
長
梨
菜

持
光
由

加
利

同

吉
田
麻
里

同

級（平
成

年

月

日
実
施
）

大
学
人
健

武
内
淑
恵

短
大
国
文

中
田
有
香

三
元
麻
莉

滝
井
高
校

第

回
全
商
ワ
ー
プ
ロ
実
務
検

定
試
験

級
（
平
成

年

月

日
実
施
）

年

澤
田
祐
子

第

回
全
商
ワ
ー
プ
ロ
実
務
検

定
試
験

級
（
平
成

年

月

日
実
施
）

年

楠
原
未
来

年

津
島
加
奈
子

越
智
安
紗
未

蛭
子
直
美

中
山
沙
央
里

田
中
彩
央

里卒
業
生

鳥
山
陽
子

香
川
優
子

平
成

年
度
第

回
英
検

級

（
平
成

年

月

日
実
施
）

年

家
方
未
希

年

飯
田
理
予

井
上
理
恵

福
野

佳
菜
絵大

和
田
高
校

平
成

年
度
第

回
英
検

級

（
平
成

年

月

日
実
施
）

年

永
濱
愛
弓

下
村
友
佳
子

高

屋
志
乃

寺
田
結
賀

藤
岡
志
帆

年

北
野
真
理

玉
置
美
穂

中
井

ま
り
こ

勝
田
周
子

小
寺
め
ぐ
み

藤
澤
美
紀

堀
井
美
世

前
田
友
子

石
倉
綾
子

鈴
木
陽
子

大
和
田
中
学

平
成

年
度
第

回
英
検
準

級

（
平
成

年

月

日
実
施
）

年

脇
田
さ
や
か

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の

入
試
エ
ン
ト

リ
ー
受
付
ブ
ー
ス

（
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
、

月

日
）

週
）
と
な
り
、

月
に
は
増
刷
し
、

万
部
を
突
破
し
た
。

万
部
突
破
に
あ
た
っ
て
椙
本
さ

ん
は
「
お
蔭
様
で
そ
れ
な
り
に
好
評

を
得
ら
れ
て
い
る
様
で
嬉
し
い
限
り

で
す
。
私
個

人
と
し
ま
し

て
は
何
部

売
れ
た
と
い

う
よ
り
も
大

勢
の
方
に
読

ん
で
頂
い
た

事
を
有
り
難

く
感
じ
て
お

り
ま
す
。
少
し
怖
め
で
す
が
面
白
い

お
話
で
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ

さ
い
。」
と
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
を
寄

せ
て
く
れ
た
。

卒業生 椙本さんの第 作

「THE CHAT」出版
増刷で 万部突破

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

修
士
課
程
二次

経営情報学研究科
月 日（月） 日（金）

月 日（火）
月 日（木） 月 日（月） 日（金）

総合社会科学研究科 月 日（土）

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ 月 日（月） 日（金） 月 日（火） 月 日（木） 月 日（月） 日（金）

平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学

選考種別 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

留 学 生 入 学 選 考 第 次

一

般

一 般 入 学 選 考 方 式

大学入試センター試験利用選考 期

一 般 入 学 選 考 方 式

一 般 入 学 選 考 方 式

大学入試センター試験利用選考 期

編

入

一 般 編 入 選 考 期

社 会 人 編 入 選 考 期

留学生編入選考第 次

月 日（水） 日（水） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（金） 日（金）

月 日（火） 日（金） 月 日（土）・ 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（木） 日（金） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（金） 日（金）

月 日（木） 日（金） 月 日（金）・ 日（土） 月 日（水） 月 日（水） 日（金）

月 日（木） 日（金）
月 日（金） 月 日（金） 月 日（金） 日（金）

月 日（水） 日（水）

一般入試の上記出願期間については、各期間最終日の翌週月曜日に限り守口キャンパス持ち込みのみ受け付ける。

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

帰 国 生 徒 入 学 選 考

社 会 人 入 学 選 考

一般 一 般 入 学 選 考

月 日（木） 日（金） 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

月 日（火） 日（金） 月 日（土）・ 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

出願期間 選考日 合格発表日 入学手続日

大阪国際滝井高等学校
普通科

アカデミック（標準）コース
ナーシング（看護進学）コース
エクセレント（特進）コース 平成 年 月 日（月） 月 日（土） 月 日（火）

月 日（水） 月 日（木） 月 日（水）

国 際 科

大阪国際大和田高等学校 普 通 科 平成 年 月 日（月） 月 日（月） 月 日（火）
月 日（水） 月 日（木） 月 日（水）

大阪国際大和田中学校

一次
平成 年 月 日（月） 日（金） 月 日（土） 月 日（日）

月 日（木）
平成 年 月 日（月） 日（金） 月 日（日） 月 日（月）

二次
平成 年 月 日（金） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（水）

月 日（月）
平成 年 月 日（金） 月 日（水） 月 日（水） 月 日（木）

本
書
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
語
彙

に
関
す
る
基
礎
研
究
を
長
年
続
け
て

こ
ら
れ
た
門
田
修
平
氏
と
気
鋭
の
研

究
者
に
よ
る
第
二
言
語
の
メ
ン
タ
ル

レ
キ
シ
コ
ン
に
関
す
る
日
本
初
の
概

説
書
で
あ
る
。先
に
出
版
さ
れ
た『
英

語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
認
知
メ
カ
ニ
ズ

ム
』
と
『
英
語
の
書
き
こ
と
ば
と
話

し
こ
と
ば
は
い
か
に
関
係
し
て
い
る

か
』（
い
ず
れ
も
、
く
ろ
し
お
出
版
）

と
同
様
、
本
書
も
外
国
語
教
育
に
多

く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

本
書
は

章
か
ら
成
り
、
こ
の
分

野
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
か
ら
外

国
語
教
育
へ
の
応
用
ま
で
を
扱
っ
て

い
る
。
欧
米
の
学
者
の
研
究
だ
け
で

な
く
、
執
筆
者
自
身
に
よ
る
研
究
も

多
数
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆

に
値
す
る
。

こ
の
種
の
書
物
は
難
解
に
な
り
が

ち
だ
が
、
本
書
に
は
読
者
の
た
め
に

数
々
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
図

表
が
多
用
さ
れ
、
可
能
な
限
り
わ
か

り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
。
主
要
な

用
語
に
は
日
本
語
と
と
も
に
元
の
英

新
刊

国
際
大

『
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の

危
機
と
ア
ジ
ア
の
諸
相
』
法
政
経
学
部
教

授

金
子
敦
郎

大
矢

之

高

輝
陽

宇
山

博

山
本
勇
次
、
経
営
情
報
学

部
教
授

松
田
孝
一

共
編
、
国
際
大
国

際
関
係
研
究
所

非
売
品

『
応
用
言
語
学
事
典
』
短
大
部
国
際
文

化
学
科
教
授

中
西
義
子

共
著
、
研
究

社

円

『
公
共
政
策
学
』
法
政
経
学
部
教
授

大
矢

之

共
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

円

『
喪
失
体
験
と
ト
ラ
ウ
マ

喪
失
心
理

学
入
門

』
人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
講
師

柏
尾
眞
津
子

共
訳
、
北
大
路
書
房

円

大阪国際大学短期大学部
国際文化学科教授

中西 義子（共著）

BOOK

語
も
添
え
ら
れ
て
い
て
、
英
語
の
文

献
を
読
む
際
に
役
立
つ
。
ま
た
、
各

章
の
扉
ペ
ー
ジ
の
概
要
や
、
各
章
の

本
文
の
前
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」、
各

章
の
本
文
の
あ
と
の
「
本
章
の
ま
と

め
」
な
ど
も
読
者
の
理
解
を
助
け
て

く
れ
る
。

各
章
の
終
わ
り
に
も
、
工
夫
が
見

ら
れ
る
。
基
本
図
書
が
数
冊
ず
つ
、

簡
潔
な
解
説
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
「
関
連
文
献
紹
介
」、
数
個
ず
つ

研
究
テ
ー
マ
が
挙
げ
ら
れ
た
「
卒

論
・
修
論
の
た
め
の
研
究
テ
ー
マ
」

な
ど
、
こ
の
分
野
の
勉
強
や
研
究
を

こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
考
え
て
い
る

人
に
と
っ
て
大
い
に
役
立
つ
。

英
語
教
育
へ
の
応
用
が
意
図
さ
れ

た
第

、

章
だ
け
で
な
く
、
ほ
と

ん
ど
の
章
に
語
彙
指
導
の
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
本

書
は
、
こ
の
分
野
の
研
究
者
や
こ
れ

か
ら
研
究
を
始
め
る
大
学
院
生
や
学

部
生
だ
け
で
な
く
、
中
高
大
で
外
国

語
教
育
に
携
わ
る
先
生
方
に
も
是
非

お
読
み
い
た
だ
き
た
い
良
書
で
あ
る
。

（
京
都
教
育
大
学
教
授

鈴
木
寿
一
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
・

・
・
・

・
・
・・・

・
・

・
・
・

・
・
・
・

・

・・・・・・・・

・
・

・・・・・・・・・・

・
・
・
・
・
・
・
・ ・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・ 英

語
の
メ
ン
タ
ル

レ
キ
シ
コ
ン

語
彙
の
獲
得
・
処
理
・
学
習

門
田
修
平
（
編
著
）

池
村
大
一
郎
・
中
西
義
子
・

野
呂
忠
司
・
島
本
た
い
子
・

横
川
博
一
（
著
）

松
柏
社

円

大
学
改
革
の
一
環
と
し
て
、
入
学

定
員
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
大
学
経

営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科
、
人
間

科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
の
入
学
定
員
が
そ
れ
ぞ
れ

人

増
、
短
期
大
学
部
国
際
文
化
学
科
か

ら
臨
時
定
員
分
が
振
り
分
け
ら
れ
た
。

国
際
文
化
学
科
は
、
以
前
の

コ
ー

ス
を
観
光
・
国
際
コ
ー
ス
、
経
営
・

流
通
コ
ー
ス
、
情
報
・
メ
デ
ィ
ァ

コ
ー
ス
の

コ
ー
ス
に
改
編
し
実
務

教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
高
校
生

の
進
学
は
、
短
期
大
学
を
志
望
す
る

受
験
者
も
少
な
く
は
な
い
が
、
大
学

志
向
が
強
く
、
短
期
大
学
設
置
数
か

ら
考
え
る
と
入
学
者
確
保
は
極
め
て

厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
容
易
に
想
像

で
き
る
。

入
学
者
確
保
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
昨

年
度
の

人
を
上
回
り

人
の
参
加
が
あ
り
、
高
校
生
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
で
の
真
剣
な
ま
な
ざ

し
に
、
受
験
者
確
保
に
確
か
な
手
応

え
を
感
じ
た
。
と
り
わ
け
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
た
特
別
推
薦

（

）
の
事
前
面
談
は
、
相
互
に

理
解
を
深
め
、
よ
り
学
科
特
性
を
理

解
し
積
極
的
な
方
に
受
験
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
あ
る
が
、
エ
ン
ト
リ
ー

数
が
前
年
の

・

倍
と
大
幅
な
増

加
で
あ
っ
た
の
が
、
本
学
へ
の
関
心

度
の
高
ま
り
で
あ
る
と
評
価
し
た
い
。

年
度
入
試
も
指
定
校
推
薦
や
特

別
推
薦（

）を
皮
切
り
に
ス
タ
ー

ト
、大
学
、短
大
と
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
好
調
さ
を
裏
打
ち
す
る
志

願
者
に
入
試
関
係
者
は
一
先
ず
安
堵

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
推
薦
入
試

期

で
、
大
学
で
は
学
部
・
学
科
に
バ
ラ

つ
き
が
あ
る
も
の
の
昨
年
度
よ
り
志

願
者
が
全
体
で
約

割
程
度
減
少
に

転
じ
た
。
短
期
大
学
部
は
昨
年
度
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
本
学
を
第

志
望
と
す
る
者
が
、
指
定
校
推
薦
や

特
別
推
薦
（

）
へ
早
期
受
験
に

移
行
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
、
今
後
の
入
試
で
の
巻
き
返

し
に
期
待
し
た
い
。

今
年
度
か
ら
、
大
学
、
短
期
大
学

部
と
も
学
科
試
験
を
行
う
入
試
で
は
、

成
績

位
ま
で
の
者
に
入
学
年
度
に

奨
励
金
と
し
て

万
円
を
給
付
す
る

こ
と
と
な
り
、
優
秀
な
受
験
生
の
確

保
を
支
援
す
る
も
の
で
、
大
学
で

種
類
、
短
期
大
学
部
で

種
類
の
入

試
選
考
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
受
験

生
増
加
へ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と

切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

（
大
学
・
短
大
入
試
・
広
報
部

課
長

塚
本

和
宏
）

第

号
で
紹
介
し
た
『
や
が
て
世

界
は
詩
に
至
る
』
で
小
説
家
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
国
際
大
卒
業
生

の
椙
本（
す
ぎ
も
と
）孝
思
さ
ん
（
経

営
情
報
学
部

年
卒
）
の

作
目
『

』
が
ア
ル
フ
ァ

ポ
リ
ス
か
ら

出
版
さ
れ
た
。

無
料
配
布

メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
で
連
載

中
よ
り
異
色

ホ
ラ
ー
ミ
ス

テ
リ
ー
と
し
て
話
題
と
な
り
、
今
年

月

日
に
初
版
発
行
、
全
国
の
一

般
書
店
で
発
売
さ
れ
て
以
来
、
オ
ン

ラ
イ
ン
書
店
「

」
ラ
ン
キ
ン

グ
第

位
（

年

月
第

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

国
際
大
（
枚
方
）

第

回

学
内
試
験

（
平
成

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

経
情

金
井
亮
平

第

回
簿
記

級
検
定
試
験

（
平
成

年

月

日
実
施
）

経
情

山
本
幸
範

中
田
江
美

本本本本本本本本本学学学学学学学学学ののののののののの評評評評評評評評評価価価価価価価価価高高高高高高高高高まままままままままるるるるるるるるる本学の評価高まる

大
学

短
大

年
度
入
試

大
学

短
大

年
度
入
試

オオオオオオオオオ
ーーーーーーーーー
プププププププププ
ンンンンンンンンン
キキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャ
ンンンンンンンンン
パパパパパパパパパ
ススススススススス
参参参参参参参参参
加加加加加加加加加
者者者者者者者者者
増増増増増増増増増
加加加加加加加加加

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者
増
加

受
験
者
確
保
に
手
応
え
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イイイイイイイ
ンンンンンンン
タタタタタタタ
ーーーーーーー
ンンンンンンン
シシシシシシシ
ッッッッッッッ
プププププププ
初初初初初初初初
実実実実実実実実
施施施施施施施施

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
初
実
施
大
学
枚
方

大
学
枚
方

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

期

生
と
し
て
意
見
や
体
験
談
を
述
べ
合
う
学
生
た

ち

企業 自治体へ
期生 経情、法政経の 人

報
学
部

人
、
法
政
経
学
部

人
の

計

人
。
う
ち
、
国
際
大
独
自
に
募

集
し
た

企
業
・

自
治
体
の
研
修

に
参
加
す
る
学
生
が

人
。
他
に
大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
募
集
枠
に

人
、
大
阪
ユ
ー
ス
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

募
集
枠
に

人
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ

月
か
ら

月
に
か
け
て
、

研
修
に
参
加
し
た
。

月

日
に
開
か
れ
た
説
明
会
で

は
、
進
路
・
就
職
部
の
伊
藤
弘
躬
部

長
が
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
卒

業
後
、
社
会
人
と
し
て

歩
を
踏
み

出
す
た
め
の
心
の
準
備
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
学
生
時
代
の
過
ご

し
方
の
反
省
に
も
な
る
。

期
生
と

し
て
、
貴
重
な
機
会
を
得
た
こ
と
に

感
謝
し
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し

き
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

月
に
は
反
省
会
を
開
き
、
体
験

談
や
今
後
の
課
題
な
ど
を
学
生
ら
が

報
告
、
皆
、
貴
重
な
体
験
を
通
し
て

自
分
を
見
つ
め
、
大
き
な
成
果
を
得

て
き
た
。

な
お
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
他

大
学
に
先
駆
け
て
「
企
業
研
修
」
と

い
う
名
称
で

年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
こ
の

月
か
ら

月
に
か
け

て
、
大
学
人
間
科
学
部
は

人
余
が

ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
、
マ
ス
コ
ミ
、

福
祉
、
地
方
自
治
体
な
ど
約

企

業
・
団
体
で
、
短
大
国
際
文
化
学
科

は

人
が
旅
行
・
ホ
テ
ル
・
情
報
関

連

社
で
研
修
を
受
け
た
。
ま
た
、

短
大
家
政
科
で
は

月
か
ら

月
に

か
け
て

人
が
福
祉
施
設
や
大
学
の

研
究
所
な
ど
の
研
修
先
で
、
幼
児
教

育
科
で
も

月
に

人
が
社
会
体
育

実
習
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
。

国
際
大
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

年
度
、
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

制
度
を
導
入
し
た
。

第

期
生
と
な
る
の
は
、
経
営
情

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
…

自
分
自
身
の
成
長
実
感
で
き
た

向
上
心
持
ち
、
自
ら
を
大
切
に

国
際
大
法
政
経
学
部

年
次
生

研
修
先

枚
方
市
役
所

小
野

公
美
子

就
職
し
て
社

会
に
出
た
と
き

自
分
に
何
が
足

り
な
い
か
を
明

確
に
し
、
実
社

会
で
の
実
践
を
通
し
残
り
少
な
い
学

生
生
活
で
自
分
を
成
長
さ
せ
有
意
義

な
も
の
に
す
る
た
め
参
加
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
は
、
枚
方

市
役
所
で
し
た
。
期
間
は

月

日

月

日
の
内
の

日
間
で
、
配

属
は
、
津
田
公
民
館
・
都
市
計
画

課
・
第
一
事
業
所
で
し
た
。

公
民
館
で
の
仕
事
は
、
部
屋
の
貸

し
出
し
の
手
続
き
、
公
民
館
便
り
の

作
成
、
そ
し
て
公
民
館
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
進
行
の
仕
事
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
人
と
の
つ
な
が
り
で
成
り

立
っ
て
い
る
公
民
館
は
利
用
者
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
場

所
で
あ
り
、
そ
の
手
伝
い
が
で
き
る

仕
事
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

都
市
計
画
課
で
は
理
想
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
根
底
に
、
用
途
地
域
課
題

地
区
の
検
討
、
そ
し
て
枚
方
市
駅
周

辺
の
発
展
を
目
的
と
し
た
プ
ラ
ン
の

作
成
を
、
実
際
に
現
場
調
査
を
し
て

検
討
し
ま
し
た
。
市
民
の
か
た
の
意

見
や
要
望
を
踏
ま
え
、
か
つ
将
来
を

見
据
え
た
計
画
を
、
企
画
し
実
行
す

る
ま
で
の
難
し
さ
に
頭
が
悩
ま
さ
れ

ま
し
た
。

第
一
事
業
所
で
は
、
ご
み
収
集
業
務

を
実
際
に
パ
ッ
カ
ー
車
に
乗
り
こ
み
体

験
し
ま
し
た
。
ご
み
を
出
す
人
の
マ

ナ
ー
が
悪
く
、
パ
ッ
カ
ー
車
に
ご
み
を

投
げ
込
ん
だ
時
に
ラ
ー
メ
ン
の
汁
や
、

食
品
の
水
分
が
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
ゴ

ミ
の
中
に
は
、
手
を
付
け
ず
に
捨
て
ら

れ
る
食
品
が
意
外
に
多
い
そ
う
で
す
。

少
し
注
意
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
改
善
で
き

る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人

の
マ
ナ
ー
に
対
す
る
意
識
の
低
さ
に
驚

き
、
自
ら
も
知
ら
な
い
間
に
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
か
？
と
注
意
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
自

分
自
身
、
成
長
し
た
と
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
か
ら
就
職

活
動
で
仕
事
を
選
ぶ
に
は
、
仕
事
の

目
的
を
は
じ
め
、
働
く
意
味
を
考
え

て
取
り
組
む
姿
勢
が
大
切
だ
と
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
考
え
や
主

張
し
た
い
事
柄
を
正
確
に
、
そ
し
て

簡
潔
に
相
手
（
特
に
目
上
の
人
）
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
痛

感
し
ま
し
た
。
今
後
、
自
分
の
言
葉

で
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
は
っ
き

り
言
え
る
よ
う
努
力
を
惜
し
ま
ず
に

勉
強
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

女
子
大

人
間
科
学
部
人
間
健
康
科
学
科

年
次
生

研
修
先

ロ
イ
ヤ
ル
オ
ー
ク
ホ
テ
ル

本
田

貴
子

今
、
私
は
自
分
に
は
ど
の
よ
う
な

仕
事
が
向
い
て
い
る
の
か
、
ど
う
い

う
仕
事
を
し
た

い
の
か
は
っ
き

り
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、

実
際
に
社
会
に

出
て
働
き
職
場
の
状
況
、
仕
事
と
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
体
験
し
よ

う
と
思
い
ホ
テ
ル
で

日
間
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
と
し
て
研
修
に
参

加
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

研
修
先
で
は
客
室
清
掃
、
ル
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
、
ベ
ル
係
の

つ
の
仕
事

を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
か
ら
は
見
え
な
い
裏
側
の
部

分
、
ホ
テ
ル
の
顔
と
な
る
表
の
部
分

ど
ち
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
良
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
会
釈
し
か
出

来
な
か
っ
た
挨
拶
も
自
然
と
声
を
出

し
て
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
挨
拶
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
、

ま
た
言
葉
遣
い
、
マ
ナ
ー
、
敬
語
、

人
間
関
係
、
上
下
関
係
も
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
前
に
比
べ
て
、
自

分
に
自
信
が
つ
い
た
こ
と
が
大
き
な

成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ル
バ

イ
ト
で
は
経
験
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
こ
と
、
社
会
に
初
め
て
経
験
す
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
自
分
が
何
を
し
た
ら
良
い
の
か

分
か
ら
な
け
れ
ば
、
興
味
の
持
っ
た

こ
と
を
自
分
か
ら
進
ん
で
や
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
一
番
大
事

な
こ
と
は
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
す

る
こ
と
、
そ
し
て
、
常
に
向
上
心
を

持
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
研

修
で
得
た
こ
と
を
生
か
し
自
分
が
や

り
た
い
と
思
う
仕
事
を
見
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず

相
談
に
来
て
…

枚方

大
学
進
路
就
職
部

枚方キャンパス

月 日 第 回ガイダンス
月 日 学内企業セミナー

守口キャンパス

月・ 日 第 回模擬面接（大 ）
・ 日 就職活動準備講座 （同）
・ 、 日 第 回就職ガイダンス

（短 ）
・ 日 第 回一般常識テスト

（大 ・短 ）
月・ 日 学内企業説明会（同）
・ 日 メイクアップセミナー（同）
・ 日 厚生労働省編一般職業適性検
査（短 ）
・ 日 就職対策模擬試験、クレペリ
ン検査（同）

・ 日 第 回履歴書添削（同）
・ 日 第 回一般常識テスト

（大 ・短 ）
月・ 日 第 回面接訓練（短）
・ 日 第 回一般常識テスト

（大 ・短 ）

（ ）は
対象年次平成 年度 就職行事予定平成 年度 就職行事予定

調査で営業部門サポート
卒業してから 年が過ぎ思い起こせばゼミでの合宿・飲み会など懐かしい思い出

ばかりが蘇ってきます。さて、私の近況はと申しますと、現在、“富士通株式会社

知的財産権本部 情報部 技術開発支援部”で仕事をしています。所在地は神奈川県

川崎市に位置します。

仕事内容は営業の方々が商談に伺う際に必要なお客様のデータ（ex. 主要製品、

財務情報）の調査、競合他社製品に関する調査、また、特許を取得する際の他社の

特許状況の調査など様々です。いわゆる“間接部門”であり、一見地味に見える仕

事内容ですが、例えば、営業の方々をサポートする事により、負けそうになってい

る商談を逆転したり、時には数億円といった商談を受注出来たりする事があり、営

業さんから「受注出来た」という“声”を聞くとまるで自分の事の様に嬉しさを感

じます。

会社という場所は、どんな部署であろうと会社の経営・営業に携わっています。

これから就職活動、また就職される在学生の皆様におかれましてもそういう意識を

持って頑張っていただけたらと希望します。

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部

年
卒

富
士
通
株
式
会
社
知
的
財
産
権
本
部

情
報
部
技
術
開
発
支
援
部

塚
本

眞
夫

人生いつも前向きに
大学を卒業して 年、大阪府の教員に採用されて 年目になります。現在は、大
阪府立夕陽丘高等学校で家庭科の教諭として勤務しています。結婚して 年目、
歳になる娘がいます。仕事に家事に育児にと毎日が慌しく、主人と娘の三人で力を
合わせてなんとか生活をやりこなしているという状況です。
教員経験 年目ということで、特別な研修があり、公務員という立場に厳しい目
が注がれていることを心に踏まえる時代になってきました。
時代が変わるということは、今の生徒、保護者にも変化が見られ、日々その理解

と接し方を模索しています。
家庭科の教師としては、知識や技術を教えることは好きなものの、それを客観的

に評価することの難しさを痛感しています。このようなことをゆっくり考える時間
や教養を深める機会ももっと欲しいところです。
最近、卒論でお世話になった四谷先生とお話する機会があり、先生は学生時代と

同じように親身になって接してくださいました。このような恩師や母校を持てたこ
とを大変誇りに思っています。
先生のような教師を目指し、一生懸命、生徒や保護者に接することしか私にはで

きませんが、その気持ちは相手にきっと伝わるだろうという信念で、これからも頑
張っていこうと思っています。
また、女性が一生仕事を持って働くにはまだまだ障害が多く、そのことにも立ち

向かっていこうと思います。

帝
国
女
子
大
学
家
政
学
部
食
物
学
科

年
卒

大
阪
府
立
夕
陽
丘
高
校
教
諭

松
井
く
み
子

OB・OGレポートOB・OGレポート

く
い
時
代
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
み
な

さ
ん
の
可
能
性
は
無
限
で
あ
る
。
み

な
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
社
会

生
活【
キ
ャ
リ
ア
】へ
の
入
口
に
た
っ

て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
や
環
境
の
中
で

自
ら
の
夢
を
持
ち
続
け
、
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
く
た
め
に
は
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
節
目
で
し
っ
か
り
と
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
が
ま
さ
し
く
そ
の
節
目
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

未
だ
卒
業
後
の
進
路
に
迷
っ
て
い

る
み
な
さ
ん
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に

ぜ
ひ
と
も
進
路
・
就
職
部
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
み
な
さ
ん
の

未
来
の
た
め
に
話
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

内
定
率
の
ア
ッ
プ
へ

個
人
指
導
な
ど
徹
底

守口

様
相
を
一
層
強
め
て
い
る
。
企
業
の

求
め
る
人
材
に
マ
ッ
チ
す
る
た
め
に
、

進
路
・
就
職
部
も
様
々
な
就
職
指
導

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
従
来
の
全
体

指
導
の
一
つ
で
あ
る
各
種
就
職
行
事

を
実
施
す
る
だ
け
で
は
な
く
個
々
に

応
じ
た
個
別
指
導
に
も
力
を
注
い
で

い
る
。
そ
れ
は
、
個
々
の
抱
え
て
い

る
問
題
を
一
つ
ず
つ
解
消
し
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

ス
ム
ー
ズ
に
就
職
活
動
が
続
け
ら
れ
、

ひ
い
て
は
早
期
の
内
定
取
得
へ
と
繋

が
る
か
ら
で
あ
る
。
大
学
で
は
進

路
・
就
職
部
で
「
就
職
活
動
準
備
講

座
」、
短
大
に
お
い
て
は
授
業
科
目

と
し
「
社
会
入
門
講
座
」
を
開
講
し

早
期
か
ら
働
く
事
へ
の
意
識
付
け
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
就
職
行
事
と

並
行
し
「
個
人
面
談
」
を
続
け
て
お

り
、

月
末
の
内
定
率
は
昨
年
度
と

比
較
し
大
学
で

％
、
短
大
で

％
上
昇
し
た
。

こ
の
現
実
を
踏
ま
え
、さ
ら
に「
全

体
指
導
」
・
「
個
別
指
導
」
を

つ

の
柱
と
し
、
指
導
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

大
学
（
枚
方
）

進
路
・
就
職
部

課
長

中
山
貴
嗣

卒
業
を
ま
じ
か
に
控
え
た

年
次

生
の
み
な
さ
ん
、
大
阪
国
際
大
学
で

の
生
活
は
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
か
？
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
ら

が
選
択
し
た
進
路
を
そ
の
手
に
つ
か

む
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
？

平
成

年
度
労
働
経
済
白
書
に
よ

れ
ば
フ
リ
ー
タ
ー
と
称
さ
れ
る
若
者

が

年
平
均
で
は

万
人
に
達

し
た
と
い
う
。
本
学
で
も
確
た
る
進

路
を
つ
か
め
な
い
ま
ま
卒
業
し
て
い

く
学
生
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

極
め
て
残
念
な
こ
と
で
あ
る
し
私
た

ち
の
力
不
足
を
痛
感
す
る
。

若
者
の
職
業
観
は
以
前
に
比
べ
る

と
非
常
に
多
様
化
し
て
い
る
。
日
本

経
済
も
不
透
明
な
ま
ま
推
移
し
て
お

り
、
若
年
者
の
雇
用
環
境
も
決
し
て

明
る
い
と
は
い
え
な
い
。
若
者
が
未

来
に
対
し
て
明
る
い
展
望
を
築
き
に

大
学
・
短
大
（
守
口
）

進
路
・
就
職
部
係
長

吉
川

浩
美

平
成

年
度
の
就
職
活
動
も
終
盤

戦
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
良
い

人
材
が
い
な
け
れ
ば
、
何
度
で
も
採

用
試
験
を
行
う
企
業
が
増
え
て
き
て

お
り
、
採
用
の
厳
選
化
・
長
期
化
の
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